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はじめに
本製品使用権説明書の内容は次のとおりです。
· Microsoft 製品を 2 つのライセンス モデルにグループ化しています。各モデルは、共通の使用条件を有しています。 

· 各ライセンス モデルに属する製品を特定しています。
有効日　本製品使用権説明書は2006 年 7 月 1 日より有効となります。
共通の使用条件　共通の使用条件は、例外の記載がある場合を除いてすべての製品に適用されます。 
ライセンス モデル　本製品使用権説明書には 2 つの章があり、各章ごとに 1 つのライセンス モデルが記載されています。ライセンス モデルは次のとおりです。
· プロセッサ毎のライセンス
· サブスクライバー アクセス ライセンス (SAL)

目次と各章の冒頭に各ライセンス モデルに該当する製品の一覧表が掲載されています。各章では、その章で扱うライセンス モデルに関する標準の使用条件を規定し、さらに各製品に固有な使用条件について記載しています。  

各製品の使用条件　各製品の使用条件を参照するためには、その製品のライセンス モデルを特定する必要があります (目次をご参照ください)。製品をご使用いただく際には、次の使用条件が適用されます。
· 共通の使用条件
· 例外の記載のある場合を除き、該当するライセンス モデルの共通の使用条件
· その製品に固有の使用条件 (該当するライセンス モデルの章末に記載)

両方のモデルで許諾される製品　一部の製品については、プロセッサ毎または SAL ライセンス モデルのいずれかに基づいて使用許諾することができます。この対象となる製品は次のとおりです。
· SQL Server 2000 OEM 版 Standard および Enterprise Edition for Embedded Systems (Runtime Version のみ)
· SQL Server 2005

· Windows Server 2003 Standard および Enterprise Edition

· Windows Server 2003 R2 Standard および Enterprise Edition

以前のバージョンおよび世界的な販売が終了した製品　本製品使用権説明書は通常、世界的に販売されている製品の最新バージョンについて記載しています。本製品使用権説明書に記載されていない製品の使用条件については、以前のバージョンの製品使用権説明書をご参照ください。その製品について記載されている最後の使用権説明書を検索するには、https://www.explore.ms/
 にある一覧をご参照ください。必要なバージョンがお手元にない場合は、Microsoft の担当者またはリセラーにご連絡ください。
変更点の概要
本製品使用権説明書は、サービス プロバイダ ライセンス プログラムに基づき、Microsoft 製品の使用許諾と管理が容易になるように構成されています。既存の製品の使用については、本製品使用権説明書、または該当製品の使用に対して適用される製品使用権説明書の以前の更新版を参照してください。以下では、製品使用権説明書の追加、削除、および他の変更について説明します。
製品の追加　今回の更新版では、次の製品が追加されました。
· Antigen for Instant Messaging

· Antigen for SharePoint

· Commerce Server 2007 Standard および Enterprise Edition

· Compute Cluster Pack

· Connected Services Framework Server 3.0 および External Connector Edition

· Connected Services Framework SBE Server 3.0 Billing および Order Handling Edition
· Office Project Portfolio Server

· SQL Server 2005 OEM 版

· Windows Server 2003 OEM
· Windows Server 2003 R2 OEM

· Windows Server 2003 Compute Cluster Edition

製品の削除　今回の更新版では、次の製品が削除されました。
· Antigen for Microsoft Exchange Standard および Enterprise Edition

· Commerce Server 2006 Standard および Enterprise Edition

· Connected Service Framework Server 2.5 Enterprise Edition

· Microsoft Operations Manager 2005 with SQL Server 2000 Technology

· Systems Management Server 2003 with SQL Server 2000 Technology
説明およびその他の変更点

· Systems Center Data Protection Manager 2006 の名称が Data Protection Manager 2006 に変更されました。

共通の使用条件
本使用条件は、お客様がサービス プロバイダ ライセンス契約に基づいて使用するすべての Microsoft ソフトウェアおよびオンライン サービスに適用されます。本「Microsoft サービス プロバイダ使用権説明書」に使用されているが未定義の用語については、サービス プロバイダ ライセンス契約でそれらの用語に付与されている意味を有します。 

A. お客様の使用権　お客様が本書に記載される製品使用権および製品表を含むサービス プロバイダ ライセンス契約に従うことを条件として、お客様はその製品使用権で明示的に許可されるとおりに、ソフトウェアおよびオンライン サービスを使用することができます。
B. 単一の使用　ソフトウェアには、たとえば 32 ビット版と 64 ビット版などのように、複数のバージョンが含まれることがあります。ソフトウェアの使用条件において許可のない限り、お客様は取得する 1 ライセンスごとに 1 つのバージョンに限り使用できます。 
C. 障害復旧を目的とするコールド バックアップ　1 台の許諾済みサーバーの 1 つの物理または仮想オペーレティング システム環境で実行する対象となるサーバー ソフトウェアの 1 つのインスタンスについて、お客様は、障害発生時の復旧専用の 1 台のサーバーの 1 つの物理または仮想オペーレティング システム環境でバックアップ インスタンスを一時的に実行することができます。障害発生時の復旧用サーバーにおけるソフトウェアの使用については、本ソフトウェアの製品使用権および以下の制限が適用されます。
· 障害復旧用インスタンスを実行するサーバーは、(i) ソフトウェアの限定的な自己テストおよびパッチ管理、または (ii) 障害の復旧、の場合を除いて、電源を切断しておかなければなりません。

· そのサーバーは運用サーバーと同一クラスタ内に配置することはできません。
· お客様は、運用サーバーの復旧作業を行う間に限り、バックアップ インスタンスと運用サーバー用のインスタンスを同時に実行することができます。
D. 第三者のプログラム　第三者が許諾するプログラムに別途使用条件がある場合、お客様はその条件に従ってその第三者が許諾するプログラムを使用するものとします。  

E. プレリリース ソフトウェア　プレリリース ソフトウェアに別途使用条件がある場合、お客様はその条件に従ってプレリリース ソフトウェアを使用するものとします。
F. 更新プログラムおよび追加物　Microsoft は、お客様がライセンスを取得するソフトウェアにつき、更新または追加を行う場合があります。そのような場合、その更新プログラムまたは追加物をソフトウェアと共に使用することができます。その更新プログラムおよび追加物に別途使用条件が付属する場合、お客様はその条件に従って更新プログラムを使用するものとします。
G. 技術的な制限　お客様は、特定の使用方法を求めるソフトウェアの技術的制限に従う必要があります。この制限を回避することは禁じられています。詳細については、http://www.microsoftvolumelicensing.com/userights/TechLimit.aspx をご参照ください。
H. その他の権利　任意のデバイス上にあるソフトウェアにアクセスする権利は、そのデバイスにアクセスするソフトウェアまたはデバイスに関する Microsoft の特許またはその他の知的財産を行使する権利を、お客様に付与するものではありません。
I. ドキュメンテーション　お客様のコンピュータまたは内部ネットワークへの有効なアクセス権を有する者は、お客様の内部使用目的に限り、ドキュメンテーションを複製して使用することができます。ドキュメンテーションには、電子ブックは含まれません。
J. ボリューム ライセンスおよびオンライン サービス プロダクト キー　一部の製品およびオンライン サービスのインストールおよびアクセスには、ボリューム ライセンス キーが必要となります。キーが必要となる場合の詳細については、http://www.microsoft.com/licensing の「Volume License Product Key」をご参照ください。割り当てられたキーの使用に関する責任は、お客様が負うものとします。お客様はキーを第三者に開示しないでください。  
K. インターネット ベースのサービス　Microsoft は、製品についてインターネット ベースのサービスを提供することがあります。Microsoft は随時このサービスを変更または中止できるものとします。お客様は、これらのインターネット ベースのサービスに害を及ぼす可能性のある方法、または第三者によるそのサービスの使用を妨げる方法で、これらのインターネット ベースのサービスを使用することはできません。また、サービス、データ、アカウント、またはネットワークへの不当なアクセスを試みるためにこれらのサービスを使用することは、一切禁じられています。
L. 追加の機能　Microsoft は、ソフトウェアまたはオンライン サービスについて追加の機能を提供することがあります。その際、別途の使用条件および料金が適用されることがあります。 

M. 複数の製品または機能の同時使用　お客様は、デバイス上で使用するかユーザーによって使用される各製品および別個に使用が許諾される機能のそれぞれに対するライセンスが必要です。たとえば、Windows で Office を使用する場合、Office と Windows の両方のライセンスが必要です。
N. .NET Framework　以下に示す製品のソフトウェアには Microsoft .NET Framework ソフトウェアが含まれています。このソフトウェアは Microsoft Windows Server 製品の一部です。Microsoft Windows Server 製品の使用許諾契約の条件は、Microsoft .NET Framework ソフトウェアの使用にも適用されます。
· SQL Server 2005
· Visual Studio 2005 Team Foundation Server with SQL Server 2005 Technology
· BizTalk Server 2006
O. データ使用に関する承諾　Microsoft がソフトウェアに関してサポート サービスを提供する際に、その一環として技術情報を収集、使用することがあります。Microsoft は製品の向上のため、またはお客様およびお客様の顧客にカスタマイズされたサービスや技術を提供するためにのみ、その技術情報を使用できるものとします。Microsoft がお客様を特定できるような方法でその技術情報を開示することはありません。
P. 第三者のインターネット サイト　お客様およびお客様の顧客は、製品を使用して第三者のサイトにリンクすることができます。第三者のサイトは Microsoft の管理下にはありません。第三者のサイトのコンテンツ、第三者のサイトに含まれるリンク、および第三者のサイトの変更について、Microsoft は責任を負うものではありません。Microsoft は、お客様の便宜のためにこれら第三者のサイトへのリンクを提供しています。Microsoft がその第三者のサイトの内容を推奨していることを意味するものではありません。
Q. 個人を特定できる情報の譲渡の禁止　製品がお客様の許可を得ることなく、お客様のサーバーから Microsoft のコンピュータ システムに、個人を特定できる情報を送信することはありません。
R. ベンチマーク テスト
i.
ソフトウェア　お客様は、Microsoft の事前の書面による許可がない場合、サーバー ソフトウェアまたは付属するサーバー ソフトウェアのベンチマーク テストの結果を第三者に対して開示することはできません。ただし、この制限は Microsoft .NET Framework (以下を参照) および次の製品には適用されません。Class Server、Live Communications Server、Microsoft Operations Manager、SharePoint Portal Server、Data Protection Manager、Systems Management Server、Virtual Server、Windows Server、Windows Small Business Server。
ii.
Microsoft .NET Framework　お客様は、Windows オペレーティング システムの .NET Framework コンポーネント (.NET コンポーネント) について、内部ベンチマーク テストを実行することができます。お客様は、以下の条件に従うことを条件に、.NET コンポーネントのベンチマーク テストの結果を開示することができます。(1) お客様が開示する内容には、ベンチマーク テスト方法の完全かつ正確な詳細説明、テスト スクリプト/ケース、適用した同調パラメータ、テストしたハードウェアおよびソフトウェア、テストを行うために使用した第三者のテストツールの名称およびバージョン番号、ならびに、お客様が開発し (またはお客様のために開発され)、.NET コンポーネントと競合製品の両方に使用されたテスト用ベンチマーク スイート/ハーネスの完全なソース コードなど、追試に必要な情報がすべて含まれている必要があります。(2) お客様が開示する内容には、ベンチマーク テストの実施日、.NET コンポーネントを含むテスト対象 Microsoft ソフトウェアのバージョン情報も含まれている必要があります。(3) お客様のベンチマーク テストは、ソフトウェア付属の文書や Microsoft のサポート Web サイトに記載されたあらゆるパフォーマンス調整およびベスト プラクティスのガイダンス、ならびに .NET コンポーネントおよび関連する Microsoft オペレーティング システムについて利用可能な最新の更新プログラム、パッチ、修正を使用して実施されるものとします。(4) 上記に規定された開示を Web サイトなどの公的に利用できる場所で行った場合、十分な開示とみなされます。ただし、お客様のベンチマーク テストの結果に関する公的な開示において、必要な開示事項をすべて掲載した公的なサイトが明示的に特定されていることを条件とします。(5) この規定は、お客様がベンチマーク テストを実施するために有するその他の権利を放棄するものとは見なされません。前記の義務は、カスタマイズされた .NET コンポーネントのベンチマーク テストの結果の開示 (この場合、見込み客による入札依頼に関連して守秘義務を付して開示され、その顧客のアプリケーションが特別にテストされ、結果はその特定の顧客に対してのみ開示される) には適用されません。Microsoft と別段の合意があっても、お客様がそのベンチマーク テスト結果を公表した場合、Microsoft は、上述の条件と同じ条件に従うことを条件に、.NET コンポーネントと競合するお客様のソフトウェアについて Microsoft が実施したベンチマーク テストの結果を公表する権利を有します。

マルチプレキシング (多重化)　次の目的で使用するハードウェアまたはソフトウェアがあります。 

· 接続数をプールする。
· 情報の経路を変更する。
· 製品に直接アクセスまたは製品を直接使用するデバイスやユーザーの数を減じる。
· 製品により直接管理されるデバイスやユーザーの数を減じる。
このようなハードウェアまたはソフトウェアを使用 ("マルチプレキシング" または "プーリング" と呼ばれることがあります) した場合であっても、必要なライセンス (種類を問いません) の数を減じることはできません。
S. 再頒布可能コード　ソフトウェアまたはオンライン サービスには、お客様が開発するプログラムに含めて配布できるコード (再頒布可能コードとも呼ばれます) が含まれていることがあります。ただし、お客様は以下の条件に従う必要があります。ここでいう「お客様」には、お客様の顧客も含まれるものとします。
i.
使用および再頒布の権利　以下に記載するコードおよびテキスト ファイルを「再頒布可能コード」と定義します。 

· REDIST.TXT ファイル　お客様は、REDIST.TXT ファイルに記載された再頒布可能コードのオブジェクト コードを複製および頒布することができます。
· サンプル コード　お客様は、「sample」のマークが付いたコードのソース コードおよびオブジェクト コードを改変、複製、および頒布することができます。
· OTHER-DIST.TXT ファイル　お客様は、OTHER-DIST.TXT ファイルに記載された再頒布可能コードのオブジェクト コードを複製および頒布することができます。
· 第三者による再頒布　お客様は、お客様のプログラムの頒布者に対して、そのプログラムの一部として再頒布可能コードの複製および頒布を許可することができます。
· Visual Studio 2005 Professional Edition および Visual Studio 2005 Team Edition for Software Architects, Software Developers, and Testers に関する追加の使用条件　本ソフトウェアには、以下の再頒布可能コードが含まれることがあります。お客様には、以下のことが許諾されます。
· Microsoft Merge Modules　Microsoft Merge Modules の出力結果を改変することなく複製および頒布すること。
· MFC、ATL、CRT　お客様のプログラムの設計、開発、およびテストを行うために、Microsoft Foundation Classes (MFC)、Active Template Libraries (ATL)、および C ランタイム (CRT) をソース コード形式で改変し、お客様が改変したファイルをオブジェクト コード形式で複製し、新たな名称を用いて頒布すること。
· MDAC　MDAC_TYP.EXE ファイルをオブジェクト コード形式で複製および頒布すること。
· イメージ ライブラリ　ソフトウェア付属の文書の記載に従い、イメージ ライブラリ内のイメージおよびアニメーションを複製して頒布すること。お客様は、コンテンツを改変することもできます。お客様がコンテンツを改変した場合、お客様は、改変前のコンテンツにつき認められている用途に従ってこれを使用する必要があります。
ii.
再頒布の条件　お客様は、お客様が頒布するあらゆる再頒布可能コードにつき、以下に従わなければなりません。
· お客様のプログラムにおいて再頒布可能コードに重要かつ主要な機能を追加すること。
· 頒布者および外部のエンド ユーザーに、本書の製品使用権および製品表を含むお客様のサービス プロバイダ ライセンス契約と同等以上に再頒布可能コードを保護する条項に同意するよう要求すること。
· お客様のアプリケーションにお客様名義の有効な著作権表示を行うこと。
· お客様のプログラムの頒布または使用に関するクレームについて、Microsoft を免責、保護、補償すること (弁護士費用についての免責、保護、補償も含みます)。 

iii.
再頒布の制限　お客様は、以下を行うことはできません。
· 再頒布可能コードにおける著作権、商標または特許の表示を改変すること。
· お客様のプログラムの名称の一部に Microsoft の商標を使用したり、お客様の製品が Microsoft から由来したり、Microsoft が推奨していることを示唆するような方法で使用すること。
· OTHER-DIST.TXT ファイルに記載されている以外のコード以外の再頒布可能コードを、Windows 以外のプラットフォームで動作させるために頒布すること。
· 再頒布可能コードを悪質、詐欺的、または違法なプログラムに組み込むこと。
· 再頒布可能コードの一部に除外ライセンスが適用されることになるような方法で、再頒布可能コードのソース コードを改変または頒布すること。「除外ライセンス」とは、使用、改変、または再頒布の条件として以下を要求するライセンスをいいます。 

· コードをソース コード形式で公表または頒布すること。
· その他の者がコードを改変できること。
以下の使用条件は、本製品の使用に適用されます。
A. インスタンス お客様は、ソフトウェアのセットアップまたはインストール手順を実行することにより、ソフトウェアの "インスタンス" を作成したものと見なされます。また、既存のインスタンスを複製することによっても、ソフトウェアのインスタンスを作成したものと見なされます。ソフトウェアという場合、ソフトウェアの "インスタンス" も含まれます。
B. インスタンスの実行 お客様は、ソフトウェアのインスタンスをメモリにロードし、その 1 つまたは複数の指示を実行することにより、"インスタンスを実行" したものと見なされます。あるインスタンスを一度実行すると、そのインスタンスは、(その指示が継続されているかどうかにかかわらず) メモリから削除される時点まで実行されているものと見なされます。
C. オペレーティング システム環境 "オペレーティング システム環境" とは、オペレーティング システムの 1 つのインスタンス、および (該当する場合は) そのオペレーティング システム インスタンス上で実行されるように設定されているアプリケーションのインスタンスのことをいいます。オペレーティング システム環境には、物理的なものとと仮想的なものの 2 種類があります。物理的オペレーティング システム環境は、物理的ハードウェア システム上で直接動作するように設定されています。仮想的オペレーティング システム環境は、仮想的 (またはエミュレートされた) ハードウェア システム上で動作するように設定されています。物理的ハードウェア システムには、次のいずれかまたは両方が含まれます。
i. 1 つの物理的オペレーティング システム環境
ii. 1 つまたは複数の仮想的オペレーティング システム環境
D. サーバー　サーバーとは、サーバー ソフトウェアを実行することのできる物理的ハードウェア システムのことをいいます。ハードウェアのパーティションまたはブレードは、別個の物理的ハードウェア システムと見なされます。
E. ライセンスの割り当て　ライセンスを割り当てるとは、単に 1 台のデバイスまたは 1 人のユーザーに対してそのライセンスを指定することをいいます。
F. ソフトウェアの分離の禁止　明示的に許諾されている場合を除き、お客様は、1 つのライセンスに基づいてソフトウェアを分離して複数のオペレーティング システム環境で実行することはできません。この制限は、それらのオペレーティング システム環境が同一の物理的ハードウェア システム上に存在する場合でも適用されます。
G. 物理プロセッサおよび仮想プロセッサ　物理プロセッサとは、物理的ハードウェア システム上のプロセッサのことをいいます。物理的オペレーティング システム環境では、物理プロセッサが使用されます。仮想プロセッサとは、仮想的 (またはエミュレートされた) ハードウェア システム上のプロセッサのことをいいます。仮想的オペレーティング システム環境では、仮想プロセッサが使用されます。仮想プロセッサは、物理的ハードウェア システム上の各物理プロセッサと同数のスレッドおよびコアを有するものとみなされます。
次の使用条件は、Windows Server 2003 Standard および Enterprise Edition、Windows Server 2003 R2 Standard および Enterprise Edition、Windows Small Business Server 2003 Standard および Premium Edition、Windows Server 2003 for Small Business Server、および Visual Studio (すべての Edition) の使用に適用されます。
I) インターネット ベースのサービスに関する承諾　本ソフトウェアには、インターネットを介して Microsoft またはサービス プロバイダのコンピュータ システムに接続する、以下の機能が含まれます。接続が行われる際に、通知が行われない場合があります。これらの機能ではインターネット プロトコルを使用しており、お客様のインターネット プロトコル アドレス、オペレーティング システムの種類、ブラウザの種類、お客様が使用している本ソフトウェアの名称およびバージョン、お客様がソフトウェアを実行するデバイスの言語コードなどのコンピュータ情報を適切なシステムに送信します。Microsoft は、インターネット ベースのサービスをお客様に提供するためにのみ、これらの情報を利用します。これらの情報を利用してお客様を特定したり、お客様に連絡したりすることはありません。お客様はこれらの機能を解除したり、使用しないことも選択できます。この機能に関する詳細情報については、本ソフトウェアに付属の文書をご覧ください。これらの機能を利用することで、お客様はこの情報の送信に同意されたものとします。 
I) Windows Update 機能　お客様は、本ソフトウェアを実行するデバイスに新しいハードウェアを接続することができます。お客様のデバイスには、このようなハードウェアと通信するのに必要なドライバが備わっていない場合があります。この場合、本ソフトウェアのアップデート機能により、正しいドライバを Microsoft から取得し、デバイスにインストールすることができます。このアップデート機能は解除することができます。
I) Web コンテンツ機能　本ソフトウェアには、関連するコンテンツを Microsoft から取得し、お客様に提供する機能が含まれます。この機能では、コンテンツを提供するために、お客様のデバイスのオペレーティング システムの種類、使用している本ソフトウェアの名前およびバージョン、ブラウザの種類、および本ソフトウェアを実行するデバイスの言語コードの情報を Microsoft に送信します。これらの機能の例としては、クリップ アート、テンプレート、オンライン トレーニング、オンライン アシスタンス、Appshelp などがあります。お客様は、これらの Web コンテンツ機能を使用しないことも選択できます。
I) 電子認証　本ソフトウェアでは電子認証を使用します。電子認証では、X.509 標準暗号化情報を使用し、インターネット ユーザーの身元を特定します。本ソフトウェアは証明書および認証失効リストを取得します。これらのセキュリティ機能はインターネットを使用するときにのみ動作します。
I) Auto Root Update　Auto Root Update 機能は、信頼できる認証機関のリストを更新するものです。Auto Root Update 機能は解除することができます。
I) Windows Media Digital Rights Management　コンテンツ所有者は、著作権を含む知的財産権を保護する目的で、Windows Media Digital Rights Management 技術 (WMDRM) を使用しています。本ソフトウェアおよび第三者のソフトウェアは、WMDRM で保護されたコンテンツを再生、複製する際に WMDRM を使用します。本ソフトウェアがコンテンツを保護できない場合、コンテンツ所有者が Microsoft に対して、保護されたコンテンツを WMDRM で再生または複製する本ソフトウェアの機能を無効にするよう要求することがあります。無効にされた場合も、その他の保護されないコンテンツは影響を受けません。保護されたコンテンツのライセンスをダウンロードする際に、お客様は Microsoft がライセンスに失効リストを含めることに同意したものとします。コンテンツ所有者は、お客様がそのコンテンツにアクセスする前に、WMDRM のアップグレードを要求することがあります。WMDRM を含む Microsoft ソフトウェアでは、アップグレードに先立ってお客様の同意が求められます。アップグレードを行わない場合、お客様はアップグレードが必要なコンテンツにアクセスできません。お客様は、インターネットに接続する WMDRM 機能は解除することができます。この機能が解除されている場合でも、正規のライセンスを取得しているコンテンツを再生することは可能です。
I) Windows Media Player　Windows Media Player を使用すると、Microsoft に対して以下が確認されます。 

i. お客様の地域において利用可能なオンライン音楽サービス
ii. Windows Media Player の最新バージョン
iii. Codec (コンテンツの再生に必要な Codec がデバイスにない場合) 

これらのうち、最後の機能は解除することができます。詳細については、http://microsoft.com/windows/windowsmedia/mp10/privacy.aspx をご参照ください。
I) Windows Rights Management Services　本ソフトウェアには、お客様の許可なく印刷、複製、他者への送信ができないコンテンツを作成する機能が含まれています。お客様は、この機能を最初に使用する際に、Microsoft に接続する必要があります。また、年 1 回、この機能を更新するため Microsoft に再接続する必要があります。詳細については、http://www.microsoft.com/pki/rms/cps/ をご参照ください。この機能を使用しないように選択することもできます。
I) MPEG-4 映像標準に関する注意　ソフトウェアには、MPEG-4 画像解読技術が含まれています。この技術は、ビデオ情報のデータ圧縮のためのフォーマットです。この技術については、MPEG LA, L.L.C. により、次の注意書きを表示することを義務付けられています。

以下の場合に直接関連する場合を除き、MPEG4 映像標準に準拠して本製品を使用することは、すべて禁止されています。(A) (i) 事業活動に従事しない消費者により作成され、無償で取得されたデータまたは情報を、(ii) 個人使用の目的のみで使用する場合、および (B) MPEG LA, L.L.C. により別途特定の使用許諾を受けたその他の使用による場合。

MPEG-4 映像標準について不明な点がある場合は、MPEG LA, L.L.C. (所在地 : 250 Steele Street, Suite 300, Denver, Colorado 80206、Web サイト : www.mpegla.com) にお問い合わせくださるようお願いします。
I) データ ストレージ テクノロジ　ソフトウェアには、Microsoft SQL Server Desktop Engine for Windows と呼ばれるデータ記憶テクノロジが含まれていることがあります。ソフトウェアのコンポーネントは、このテクノロジを利用してデータを格納します。お客様はその他の目的で本製品使用権説明書に基づいてこの技術を使用したり、アクセスすることはできません。

	この章は、次の一覧表に記載された製品に適用されます (アスタリスクの付いた製品については B 欄もご覧ください)。
この章は、以下の製品一覧表によりこのライセンス モデルに追加された製品にも適用されます。



1. Application Center 2000

2. BizTalk Accelerator for HIPAA 3.3 Standard および Enterprise Edition

3. BizTalk Accelerator for HL7 1.3 Standard および Enterprise Edition

4. BizTalk Accelerator for RosettaNet 3.3 Standard および Enterprise Edition

5. BizTalk Accelerator for SWIFT 2.3 Standard および Enterprise Edition

6. BizTalk Server 2006 Standard および Enterprise Edition*

7. Commerce Server 2007 Standard および Enterprise Edition
8. Compute Cluster Pack*
9. Connected Services Framework Server 3.0 および External Connector Edition*
10. Connected Services Framework SBE Server 3.0 Billing および Order Handling Edition*

11. Content Management Server 2002 Enterprise Edition*

12. Customer Care Framework 2005 External Connector

13. Host Integration Server 2006*

14. Internet Security and Accelerator Server 2004 Standard および Enterprise Edition

15. Identity Integration Server 2003 Enterprise Edition

16. Office SharePoint Server 2003 非社員向けエクスターナル コネクタ*

17. Provisioning System*

18. Speech Server 2004 R2 Enterprise Edition*
19. SQL Server 2000 OEM 版 (プロセッサ毎のライセンス モデル) Standard および Enterprise Edition*

20. SQL Server 2005 (プロセッサ毎のライセンスモデル) Standard、Enterprise、および Workgroup Edition*
21. SQL Server 2005 OEM 版 (プロセッサ毎のライセンス モデル) Standard、Enterprise および Workgroup Edition*

22. Virtual Server 2005 R2 Standard および Enterprise Edition*

23. Windows Server 2003 Anonymous、Standard および Enterprise Edition*

24. Windows Server 2003 R2 Anonymous、Standard および Enterprise Edition*
25. Windows Server 2003 Compute Cluster Edition*

26. Windows Server 2003 (プロセッサ毎のライセンスモデル) Standard および Enterprise Edition*

27. Windows Server 2003 R2 (プロセッサ毎のライセンスモデル) Standard および Enterprise Edition*

28. Windows Server 2003 非社員向けエクスターナル コネクタ*

29. Windows Server 2003 Rights Management Server 非社員向けエクスターナル コネクタ*

30. Windows Server 2003 Web Edition

	


A. 標準の使用条件　お客様は、適切なライセンスを許諾する各サーバーについて以下の権利を有します。
	I) サーバーの使用許諾　お客様は、サーバー上で本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する前に、以下に従って必要なソフトウェア ライセンスの数を算定し、そのライセンスをそのサーバーに割り当てる必要があります。
a) 必要なライセンス数の決定　お客様はまず、お客様が必要とするソフトウェア ライセンスの数を算定しなければなりません。1台のサーバーにつき必要とされるライセンスの総数は、以下の(i)および(ii)で要求されるソフトウェア ライセンス合計と同数です。
I) サーバー上の物理的オペレーティング システム環境で本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行するためには、お客様は、物理的オペレーティング システム環境が使用する各物理的プロセッサにつき1つのソフトウェア ライセンスを取得する必要があります。
I) サーバー上の仮想的オペレーティング システム環境で本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行するためには、お客様は、仮想的オペレーティング システム環境が使用する各仮想プロセッサにつき1つのソフトウェア ライセンスを取得する必要があります。仮想的オペレーティング システム環境が仮想プロセッサの一部を使用する場合でも、その一部は、完全な仮想プロセッサとしてカウントされます。
II) サーバーへの必要な数のライセンスの割り当て
II) お客様は、サーバーについて必要となるソフトウェア ライセンスの数を算定した後、その数のソフトウェア ライセンスをそのサーバーに割り当てなければなりません。そのサーバーはそのライセンスのすべてに関して「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。お客様は、同じライセンスを2つ以上のサーバーに割り当てることはできません。ハードウェアのパーティションまたはブレードは、別個のサーバーとみなされます。

II) お客様はソフトウェア ライセンスを移管することができますが、短期間で移管することはできません（即ち、最後の移管から90日以内に移管することはできません）。但し、恒久的なハードウェアの故障により、ライセンス取得済みのサーバーの使用を中止する場合にはその期間より早くソフトウェア ライセンスを移管することができます。お客様がライセンスを移管する場合、お客様がライセンスを移管したサーバーが、そのライセンスに関して新たな「ライセンス取得済みのサーバー」とみなされます。
III) サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行 

III) お客様が必要とされる数のソフトウェア ライセンスを割り当てた各サーバーにつき、お客様は一度に、本サーバー ソフトウェアの任意の数のインスタンスを、ライセンス取得済みのサーバー上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行することができます。但し、そのオペレーティング システム環境が使用する物理的または仮想プロセッサの総数は、そのサーバーに割り当てられたソフトウェア ライセンス数を超えないものとします。

III) 本ソフトウェアまたはお客様のハードウェアにより、サーバー上の物理的または仮想的オペレーティング システム環境で実行することができる本サーバー ソフトウェアのインスタンスの数が制限される場合があります。
IV) クライアント ソフトウェアの実行中のインスタンス　お客様は、任意の数のお客様のデバイスまたは顧客のデバイスの物理的または仮想的オペレーティング システム環境で、次の表に示すクライアント ソフトウェアの任意の数のインスタンスを実行または使用できます。お客様およびお客様の顧客は、直接的または他のクライアント ソフトウェアを通じて間接的に、サーバー ソフトウェアと共にのみクライアント ソフトウェアを使用できます。   
製品
クライアント ソフトウェア
Application Center 2000

· なし
BizTalk Accelerator for HIPAA 3.3 Standard および Enterprise Edition

· BizTalk Accelerator 関連スキーマ、テンプレート、およびアダプタ
BizTalk Accelerator for HL7 1.3 Standard および Enterprise Edition

BizTalk Accelerator for RosettaNet 3.3 Standard および Enterprise Edition

BizTalk Accelerator for Swift 2.3 Standard および Enterprise Edition

BizTalk Server 2006 Standard および Enterprise Edition

· Administration および Monitoring ツール
· BTS 関連スキーマおよびテンプレート
· Business Activity Services

· 開発ツール
· Master Secret Server

· ソフトウェア開発キット
· MQHelper.dll

· BAM イベント API

· Windows SharePoint Services Adapter Web サービス
· SOAP Receive Adapter

· HTTP Receive Adapter 

· ADOMD.NET

· Office Web コンポーネント
· MSXML

· SQLXML

Commerce Server 2007 Standard および Enterprise Edition
· アダプタ
· スキーマ エディタ
· ビジネス ユーザー インターフェイス
Compute Cluster Pack

· Compute Cluster Administrator
· Compute Cluster Administrator's Guide
· Compute Cluster Job Manager
Connected Services Framework Server 3.0 およびエクスターナル コネクタ
· エンタープライズ SSO 機能
· Web Services Adapters for Connected Services Framework

Content Management Server 2002 Enterprise Edition
· クライアント ソフトウェア
Customer Care Framework 2005 エクスターナル コネクタ
· Customer Self-Service Web Portal

· Integrated Agent Desktop

· Line of Business Application Aggregation Module

· Multi-Channel Web Web Services (電子メール、Web チャット、スピーチ、および Computer Technology Integration)

· ソフトウェア開発キット
Host Integration Server 2006 
· Master Secret Server

· ソフトウェア開発キット
Identity Integration Server 2003 Enterprise Edition

· クライアント ソフトウェア
Internet Security and Accelerator Server 2004 Enterprise Edition

· Configuration Storage Server

· ISA Server Management

· Message Screener

· ソフトウェア開発キット
Internet Security and Accelerator Server 2004 Enterprise Edition

· ISA Server Manager

· Message Screener

· ソフトウェア開発キット
Speech Server 2004 R2 Enterprise Edition
· Speech Application Deployment Service

· Speech Application Log Analysis Tools

· Speech Application ソフトウェア開発キット 1.1

· Speech Server Language Packs

Exchange Server 2005 (OEM 版を含む) Standard および Enterprise Edition

· Business Intelligence Development Studio

· Connectivity Components

· Legacy Components

· 管理ツール
· Notification Services Client Components

· Reporting Services Report Manager

· Reporting Services Shared Tools

· ソフトウェア開発キット
· SQL Server 2005 Shared Tools

· SQL Server 2005 Books Online

· SQL Server Mobile Server Tools

· SQLXML CLIENT FEATURES

SQL Server 2005 (OEM 版を含む) Workgroup Edition

· Business Intelligence Development Studio

· SQL Server 2005 Books Online

· Connectivity Components

· Legacy Components

· 管理ツール
· Reporting Services Report Manager

· Reporting Services Shared Tools

· SQL Server 2005 Shared Tools

· ソフトウェア開発キット
· SQLXML CLIENT FEATURES

· SQL Server Mobile Server Tools

Virtual Server 2005 R2 Standard および Enterprise Edition

· Virtual Machine Remote Control

Windows Server 2003 Compute Cluster Edition

· Server Administration ツール

· リモート デスクトップ接続

· Windows System Resource Manager

Windows Server R2 2003 Standard および Enterprise Edition

· DFS Namespaces and Replication Console

· File Server Management

· File Server Resource Manager

· Identity Management for Unix Admin Pack

· Print Management

· リモート デスクトップ接続
· Server Administration ツール
· Windows System Resource Manager

V) インスタンスの作成およびサーバーまたはストレージ媒体への保存
お客様は、取得する各ソフトウェア ライセンス 1 つにつき、以下の追加の権利を有します。
V) 任意の数のサーバー ソフトウェアおよびクライアント ソフトウェアのインスタンスを作成することができます。
V) 任意のサーバーまたはストレージ媒体に対して、サーバー ソフトウェアおよびクライアント ソフトウェアのインスタンスを格納できます。
V) 上記のソフトウェア ライセンスに基づいてサーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する権利を行使するためにのみ、サーバー ソフトウェアおよびクライアント ソフトウェアのインスタンスを作成して格納することができます (つまり、第三者にインスタンスを再頒布できません)。
VI) 追加のライセンス条件および追加の使用権 

VI) アクセスにはサブスクライバー アクセス ライセンス (SAL) は不要　お客様は、サーバー ソフトウェアにアクセスするその他のデバイスについて、SAL を取得する必要はありません。 
VI) 再頒布可能コード　お客様は、共通の使用条件に従って再頒布可能コードを利用することができます。 
VI) Microsoft Operations Manager (MOM) Management Pack　本ソフトウェアには MOM Management Pack が含まれることがあります。MOM Management Pack の使用には、本製品使用権説明書の「SAL ライセンス モデル」の項に記載されている MOM の使用条件が適用されます。

	


B. 特定の製品に関する例外規定と追加の条件
BizTalk Server 2006 Standard Edition :
クラスタ ネットワーク　サーバー ソフトウェアは、クラスタ ネットワークを構成するサーバー上、または同じサーバー上のオペレーティング システム環境のクラスタ ネットワークを構成するオペレーティング システム環境で使用することはできません。
Master Secret Server　Master Secret Server ソフトウェアは、クラスタ ネットワークを構成するサーバー上、または同じサーバー上のオペレーティング システム環境のクラスタ ネットワークを構成するオペレーティング システム環境で使用することはできません。また、本サーバー ソフトウェアを実行する複数のオペレーティング システム環境で共有することはできません。
Compute Cluster Pack :

サーバー ソフトウェア　お客様は、Windows Server 2003 Compute Cluster Edition および Microsoft Windows Server 2003 x64 Edition と共に使用する場合に限り、サーバー ソフトウェアを実行できます。

Content Management Server 2002 Standard Edition :

クラスタ ネットワーク　本サーバー ソフトウェアをクラスタ ネットワークで使用する場合、取得する 1 ライセンスごとに、以下の業務を行っている最大 15 人のユーザーが、直接的または間接的に本サーバー ソフトウェアの各インスタンスにアクセスすることができます。その業務は、作成者、編集者、モデレータ、リソース管理者、テンプレート設計者、管理者、またはチャネル管理者の業務を指します。任意の数のユーザーが、本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスすることができます。クラスタ ネットワークを構成する本サーバー ソフトウェアのインスタンスのうち 1つのみが、サブスクライバーに対してコンテンツおよびページを提供することができます。
Customer Care Framework 2005 エクスターナル コネクタ :

本サーバー ソフトウェアへのアクセス　外部ユーザーのみが Customer Care Fremework 2005 にアクセスできます。取得するライセンスごとに、無制限の数の外部ユーザーが本サーバー ソフトウェアの複製 1 部にアクセスまたは使用することを許可できます。お客様は、購入したサーバーにプレインストールされているサーバー ソフトウェアのみを使用できます。Customer Care Framework 2005 のインストールおよび使用権は、Windows Server 2003 Datacenter Edition のサーバー ソフトウェアがプレインストールされているサーバーに付属の使用許諾契約書に準拠します。本サーバー ソフトウェアへのアクセス権およびソフトウェア サービスに関連したクライアント ソフトウェア (デバイス ソフトウェア) の使用は、本製品使用権説明書に準拠します。
Host Integration Server 2006 Enterprise および Standard Edition :

Master Secret Server　Master Secret Server ソフトウェアは、クラスタ ネットワークを構成するサーバー上、または同じサーバー上のオペレーティング システム環境のクラスタ ネットワークを構成するオペレーティング システム環境で使用することはできません。本サーバー ソフトウェアを実行する複数のオペレーティング システム環境で共有することはできません。
Office SharePoint Portal Server 2003 非社員向けエクスターナル コネクタ*
最低 2 つのソフトウェア ライセンス　本製品を使用するには、少なくとも 2 つのソフトウェア ライセンスを取得する必要があります。 

本製品へのアクセス　外部ユーザーのみが、ソフトウェア ライセンスに従って本製品にアクセスできます。外部ユーザーでないユーザーは Office SharePoint Portal Server の SAL を取得した場合のみ、本製品にアクセスすることができます。外部ユーザーとは、(i) 個人の顧客、(ii) 顧客または顧客の関連会社の社員、(iii) 顧客または顧客の関連会社の請負業者または代理店のいずれでもないユーザーのことをいいます。  

Provisioning System :

サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　お客様は、Microsoft Windows 2000 Advanced Server または Microsoft Windows 2000 Datacenter Server が実行されているサーバー上で、任意のインスタンス数のサーバー ソフトウェアを実行できます。お客様は、本サーバー ソフトウェアの構成部分を分離して複数のサーバー上で使用することはできません。  

改変　お客様は、他の内部コンピュータおよびサーバー システムとの統合のみを目的として、(i) .xml または .asp ファイルとして識別されるか、(ii) 本製品のセットアップ プログラムの一部としてサーバーにインストールされない製品ファイルのみを改変することができます。本製品に対してお客様の行ういかなる許可された改変もサービス プロバイダ ライセンス契約の品質保証規定の対象とはなりません。  

Speech Server 2004 R2 Enterprise Edition : 

フェールオーバー サーバー　本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する任意のオペレーティング システム環境に対し、一時的なサポートを行うための別のオペレーティング システム環境において、パッシブ フェールオーバー インスタンスを同一数まで実行することができます。別のオペレーティング システム環境で使用されるプロセッサの数は、アクティブ インスタンスが実行されている対応するオペレーティング システム環境で使用されるプロセッサ数を超過することはできません。使用許諾されたサーバー以外のサーバーでパッシブ フェールオーバー インスタンスを実行することができます。
ソフトウェア サービス　本サーバー ソフトウェアのソフトウェア サービスは、インターネット、テレフォニー ネットワーク、プライベート ネットワーク、または他の通信方法を通じて提供することができます。

SQL Server 2000 OEM 版 Standard および Enterprise Edition :

· SQL Server 2000 Enterprise Edition for Embedded Systems (Runtime Edition)

· SQL Server 2000 Standard Edition for Embedded Systems  (Runtime Edition)

· SQL Server 2000 Standard Edition for Embedded Systems  (Systems Management Runtime Edition)

お客様は、購入したサーバーにプレインストールされているサーバー ソフトウェアのみを使用できます。サーバー ソフトウェアは上記のソフトウェア製品の 1 つであるものとします。サービス プロバイダ ライセンス契約にかかわらず、サーバー ソフトウェアのインストールおよび使用権は、サーバー ソフトウェアがプレインストールされているサーバーに付属の使用許諾契約書に準拠します。ただし、サーバー ソフトウェアに対するアクセス権については、本製品使用権説明書に準拠します。また、再頒布可能コードの使用については、サーバーに付属の使用許諾契約書に記載された再頒布可能コードに関する規定が適用されます。

SQL Server 2005 Standard、Enterprise、および Workgroup Edition :

フェールオーバー サーバー　本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する任意のオペレーティング システム環境に対し、一時的なサポートを行うための別のオペレーティング システム環境において、パッシブ フェールオーバー インスタンスを同一数まで実行することができます。別のオペレーティング システム環境で使用されるプロセッサの数は、アクティブ インスタンスが実行されている対応するオペレーティング システム環境で使用されるプロセッサ数を超過することはできません。使用許諾されたサーバー以外のサーバーでパッシブ フェールオーバー インスタンスを実行することができます。
SQL Server 2005 OEM 版 Standard、Enterprise および Workgroup Edition :

· SQL Server 2005 Enterprise Edition for Embedded Systems x32 (Runtime Edition)

· SQL Server 2005 Standard Edition for Embedded Systems x32 (Runtime Edition)

· SQL Server 2005 Workgroup Edition for Embedded Systems x32 (Runtime Edition)

· SQL Server 2005 Enterprise Edition for Embedded Systems x64 (Runtime Edition)

· SQL Server 2005 Standard Edition for Embedded Systems x64 (Runtime Edition)

SQL Server 2005 Standard Edition for Embedded Systems (x32) (Systems Management Runtime Edition)

フェールオーバー サーバー　本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する任意のオペレーティング システム環境に対し、一時的なサポートを行うための独立したオペレーティング システム環境において、パッシブ フェールオーバー インスタンスを同一数まで実行することが可能です。対象の独立したオペレーティング システム環境で使用されるプロセッサの数は、アクティブ インスタンスが実行されている対応するオペレーティング システム環境で使用されるプロセッサ数を超過することはできません。使用許諾されたサーバー以外のサーバーでパッシブ フェールオーバー インスタンスを実行することができます。
お客様は、購入したサーバーにプレインストールされているサーバー ソフトウェアのみを使用できます。サーバー ソフトウェアは上記のソフトウェア製品の 1 つであるものとします。サービス プロバイダ ライセンス契約にかかわらず、サーバー ソフトウェアのインストールおよび使用権は、サーバー ソフトウェアがプレインストールされているサーバーに付属の使用許諾契約書に準拠します。ただし、サーバー ソフトウェアに対するアクセス権については、本製品使用権説明書に準拠します。また、再頒布可能コードの使用については、サーバーに付属の使用許諾契約書に記載された再頒布可能コードに関する規定が適用されます。
Virtual Server 2005 R2 Standard および Enterprise Edition :

サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　お客様は、割り当てるライセンスごとに、許諾されたサーバー上の 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム上で、本サーバー ソフトウェアのインスタンスを一度に 1 つ実行することができます。  

Windows Server 2003 Compute Cluster Edition :

サーバー ソフトウェアのインスタンスの実行　お客様は、許諾された本サーバー上の物理的、または仮想的な 1 つのオペレーティング システム上で 1 度に 1 つのインスタンスを実行することができます。お客様は、ハイ パフォーマンス コンピューティング (HPC) アプリケーションを実行する場合に限り、サーバー ソフトウェアを使用できます。HPC アプリケーションとは、1 つの計算問題または一連の密接に関係する複数の問題を解決するために、複数のサーバーをグループ (クラスタとも呼ばれます) として使用し、複雑な計算問題を解決するものです。単一のサーバーで実行するアプリケーションは HPC アプリケーションとは見なされません。一連の密接に関係する計算問題を処理している場合を除き、複数のサーバーに対して頒布されたアプリケーションは HPC アプリケーションとは見なされません。お客様は、サーバー ソフトウェアを、汎用サーバー、データベース サーバー、電子メール サーバー、プリント サーバーまたはファイル サーバー用など、その他の目的で使用することはできません。
Windows Server 2003 R2 Standard および Enterprise Edition :
Windows Server 2003 R2 Standard Edition　サーバーに必要なソフトウェア ライセンスの合計数は、以下の (i) および (ii) で必要なソフトウェア ライセンスの合計数と同じです。
(i)
サーバー上の 1 つの物理的オペレーティング システム環境または 1 つの仮想的オペレーティング システム環境で本サーバー ソフトウェアの 1 つのインスタンスを実行するには、サーバー上の物理プロセッサ毎に 1 つのソフトウェア ライセンスが必要です。
(ii)
1 つの物理的オペレーティング システム環境または 1 つの仮想的オペレーティング システム環境で本サーバー ソフトウェアの追加のインスタンスを実行するには、サーバー上の物理プロセッサ毎に 1 つのソフトウェア ライセンスが必要です。
Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition　サーバーに必要なソフトウェア ライセンスの合計数は、以下の (i) および (ii) で必要なソフトウェア ライセンスの合計数と同じです。
(i)
サーバー上の物理プロセッサ毎に 1 つのソフトウェア ライセンスが必要です。このライセンスにより、一度に次のことが許可されます。
· 1 つの物理的オペレーティング システム環境での、本サーバー ソフトウェアの 1 つのインスタンスの実行。
· 仮想的オペレーティング システム環境でのサーバー ソフトウェアの 4 つのインスタンスの実行。仮想的オペレーティング システム環境ごとに、1 つのインスタンスのみを実行できます。これらのいずれの仮想的オペレーティング システム環境でも、Enterprise Edition の代わりに Standard Edition のインスタンスを実行できます。
許可される 5 つのインスタンスをすべて同時に実行する場合は、ハードウェア仮想化ソフトウェアを操作し、サーバー上のオペレーティング システム環境を管理するために、物理的オペレーティング システム環境で本サーバー ソフトウェアのインスタンスを実行できるのみです。 
(ii)
仮想的オペレーティング システム環境でサーバー ソフトウェアの4 つの追加インスタンスを実行するには、サーバー上の物理プロセッサ毎に追加のソフトウェア ライセンスが必要です。仮想的オペレーティング システム環境ごとに、1 つのインスタンスのみを実行できます。
Windows Server 2003 R2 Terminal Services　Windows Server Terminal Services の機能を使用してグラフィカル ユーザー インターフェイスをホストするためにサーバー ソフトウェアにアクセスする各ユーザーには、Windows Terminal Services SAL が必要です。コンソール セッションにアタッチまたはミラーリングする場合、Windows Terminal Services SAL は必要ありません。コンソール セッションとは、サーバーのプライマリ キーボードおよびディスプレイ デバイスまたは同様のデバイスを使用して実行するセッションのことです。SAL ライセンスの説明については、SAL ライセンス モデルの項目をご参照ください。  

Windows Server 2003 Rights Management Services　Windows Rights Management Services の機能を使用してグラフィカル ユーザー インターフェイスをホストするためにサーバー ソフトウェアにアクセスする各ユーザーには、Windows Rights Management Services SAL が必要です。SAL ライセンスの説明については、SAL ライセンス モデルの項目をご参照ください。  

Windows Server オペレーティング システム ソフトウェア、Windows Server Updates Services for Windows Server の機能パック　Windows Server 製品に使用するソフトウェアを、指定された Microsoft Web サイトからダウンロードできます。Windows Server 製品用に取得したソフトウェア ライセンスと同じ数の本ソフトウェアの複製をインストールして使用できます。お客様はそのソフトウェアを Windows サーバー Server 製品と共に使用する場合に限り、使用することができます。 

Windows Server 2003 非社員向けエクスターナル コネクタ (Windows Server 2003 Datacenter Edition 用) : 

サーバー ソフトウェアへのアクセス　外部ユーザーのみが、Windows Server 2003 Datacenter Edition にアクセスできます。取得するライセンスごとに、無制限の数の外部ユーザーが本サーバー ソフトウェアの複製 1 部にアクセスまたは使用することを許可できます。購入したサーバーにプレインストールされているサーバー ソフトウェアのみを使用できます。Windows Server 2003 Datacenter Edition のインストールおよび使用権は、プレインストールされた Windows Server 2003 Datacenter Edition に付属の使用許諾契約書に準拠します。外部ユーザーとは、(i) 個人の顧客、(ii) 顧客または顧客の関連会社の社員、(iii) 顧客または顧客の関連会社の請負業者または代理店、のいずれでもないユーザーのことをいいます。
Windows Server オペレーティング システム ソフトウェア、Windows Server Updates Services for Windows Server の機能パック　Windows Server 製品に使用するソフトウェアを、指定された Microsoft Web サイトからダウンロードできます。Windows Server 製品用に取得したソフトウェア ライセンスと同じ数の本ソフトウェアの複製をインストールして使用できます。お客様は Windows サーバー製品を更新する場合に限り、本ソフトウェアを使用することができます。 

Windows Server 2003 R2 Anonymous（匿名）、Standard、および Enterprise Edition : 

ユーザー制限　お客様は次のユーザーに対してのみ、本サーバー ソフトウェアの使用またはアクセスを許可する事ができます。(i) インターネットを通じて本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスし、アクセスの際に認証を受けないか、本サーバー ソフトウェア、またはマルチプレキシングまたはプーリング ソフトウェアかハードウェアによっても個別に識別されないユーザー。(ii) サーバー アプリケーションのプラットフォームとしてのみ、本サーバー ソフトウェアにアクセスまたは使用するユーザー。ユーザーまたはアプリケーションの認証情報を本サーバー ソフトウェアとユーザーまたはデバイス間で交換するときに、Windows 認証サービスと直接的または間接的に対話するアプリケーション (Microsoft Exchange Server、Microsoft SharePoint Portal Server など) は除きます。お客様はまた、最大 5 人までのその他のユーザーに対して、本サーバー ソフトウェアが実行されるサーバーのサービスの使用またはアクセスを許可することができます。  

ソフトウェア ライセンス数　サーバーに必要なソフトウェア ライセンスの合計数は、以下の (i) および (ii) で必要なソフトウェア ライセンスの合計数と同じです。
(i)
1 つの物理的オペレーティング システム環境または 1 つの仮想的オペレーティング システム環境で本サーバー ソフトウェアの 1 つのインスタンスを実行するには、サーバー上の物理プロセッサ毎に 1 つのソフトウェア ライセンスが必要です。
(ii)
1 つの物理的オペレーティング システム環境または 1 つの仮想的オペレーティング システム環境で本サーバー ソフトウェアの追加のインスタンスを実行するには、サーバー上の物理プロセッサ毎に 1 つのライセンスが必要です。
Windows Server オペレーティング システム ソフトウェア、Windows Server Updates Services for Windows Server の機能パック　Windows Server 製品に使用するソフトウェアを、指定された Microsoft Web サイトからダウンロードできます。Windows Server 製品用に取得したソフトウェア ライセンスと同じ数の本ソフトウェアの複製をインストールして使用できます。お客様は Windows サーバー製品を更新する場合に限り、本ソフトウェアを使用することができます。 

Windows Server 2003 Anonymous（匿名）、Enterprise、および Standard Edition : 

本サーバー ソフトウェアのインストール　お客様は、本サーバー ソフトウェアの構成部分を分離して複数のサーバー上で使用することはできません。Windows Server 2003 Standard Edition は、一度に 4 個までのプロセッサを搭載するサーバーで実行できます。Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition は、一度に 8 個までのプロセッサを搭載するサーバーで実行できます。
ユーザー制限　お客様は次のユーザーに対してのみ、本サーバー ソフトウェアの使用またはアクセスを許可する事ができます。(i) インターネットを通じて本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスし、アクセスの際に認証を受けないか、本サーバー ソフトウェア、またはマルチプレキシングまたはプーリング ソフトウェアかハードウェアによっても個別に識別されないユーザー。(ii) サーバー アプリケーションのプラットフォームとしてのみ、本サーバー ソフトウェアにアクセスまたは使用するユーザー。ユーザーまたはアプリケーションの認証情報を本サーバー ソフトウェアとユーザーまたはデバイス間で交換するときに、Windows 認証サービスと直接的または間接的に対話するアプリケーション (Microsoft Exchange Server、Microsoft SharePoint Portal Server など) は除きます。お客様はまた、最大 5 人までのその他のユーザーに対して、本サーバー ソフトウェアが実行されるサーバーのサービスの使用またはアクセスを許可することができます。

Windows Server オペレーティング システム ソフトウェア、Windows Server Updates Services for Windows Server の機能パック　有効なライセンスを受けた Windows Server 製品に使用するソフトウェアを、指定された Microsoft Web サイトからダウンロードできます。Windows Server 製品用に取得したソフトウェア ライセンスと同じ数の複製をインストールして使用できます。お客様はそのソフトウェアを Windows サーバー ソフトウェアと共に使用する場合に限り、使用することができます。 
Windows Server 2003 Rights Management Server 非社員向けエクスターナル コネクタ (Windows Server 2003、Enterprise Edition、Windows Server 2003、Standard Edition、Windows Server 2003、Datacenter Edition、または Windows Server 2003 Web Edition) : 

最低2 つのソフトウェア ライセンス　本サーバー ソフトウェアを使用するには、少なくとも 2 つのソフトウェア ライセンスを取得する必要があります。 

Windows Server 2003 Web Edition :

本サーバー ソフトウェアのインストール　お客様は、本サーバー ソフトウェアの構成部分を分離して複数のサーバー上で使用することはできません。お客様は、本サーバー ソフトウェアにおいて、本サーバーのプロセッサ 2 個を上限として同時に使用することができます。
使用制限　本サーバー ソフトウェアは、Web ページ、Web サイト、Web アプリケーション、Web サービス、および POP3 メール サービスをご利用になる場合に限り使用できます。お客様は Web サーバー ソフトウェア (Microsoft Internet Information Service など)、同時使用ユーザー数が 25 人以下に限定された非商業的データベース エンジン ソフトウェア (Microsoft SQL Server Desktop Engine など)、または Web 利用管理ソフトウェア (Microsoft Application Center など) をインストールすることができます。これらのアプリケーションは、個別サーバー上に置かれた次の 1 つまたは複数のアプリケーションのデータにアクセスすることができます。
· データベース ソフトウェア (Microsoft SQL Server など)

· ビジネス アプリケーション ソフトウェア (業務用電子メール、ERP、CRM など) 

本サーバー ソフトウェアをそれ以外の目的で使用することは許諾されていません。


	この章は、次の一覧表に記載された製品に適用されます (アスタリスクの付いた製品については、C 欄もご覧ください)。



1. Antigen Enterprise Manager*

2. Antigen for Microsoft Exchange*

3. Antigen for SMTP Gateways*
4. Antigen for Instant Messaging*
5. Antigen for SharePoint*

6. Antigen Spam Manager*

7. Axapta 3.0*

8. Class Server 4.0*

9. CRM 3.0 Professional Edition*

10. Customer Care Framework 2005*

11. Dynamics GP 9.0*

12. Exchange Server 2003 Standard および Professional Edition

13. Exchange Server 2003 Corporate Outlook Access*

14. Exchange Server 2003 Web Mail Web Mail Plus and Corporate Web Access*

15. Front Page 2003

16. Microsoft Exchange Hosted Archive*

17. Microsoft Exchange Hosted Archive Extra Storage*

18. Microsoft Exchange Hosted Continuity*

19. Microsoft Exchange Hosted Encryption*

20. Microsoft Exchange Hosted Filtering*
21. Microsoft Office Project Portfolio Server

22. Microsoft Operations Manager 2005*

23. Microsoft Operations Manager 2005 with SQL Server 2005 Technology*

24. Mobile Information Server 2002 Corporate Knowledge Worker and Mobile および Enterprise Edition*

25. Navision 4.0*

26. Office Standard Edition 2003* (
27. Office Professional Enterprise Edition 2003* (
28. Office Live Communications Server 2003 Enterprise Edition*
29. SharePoint Portal Server 2003

30. Office Project Server 2003*
31. Project 2003 Standard および Professional Edition

32. Solomon 6.5*
33. SQL Server 2000 OEM 版 (SAL モデルのライセンス) Standard および Enterprise Edition*

34. SQL Server 2005 (SAL モデルのライセンス) Standard、Enterprise、および Workgroup Edition
35. SQL Server 2005 OEM 版 (SAL モデルのライセンス) Standard、Enterprise および Workgroup Edition*

36. Data Protection Manager 2006*

37. System Center Reporting Manager 2006

38. System Center Reporting Manager 2006 with SQL Server 2005 Technology 

39. Systems Management Server 2003 R2*

40. Systems Management Server 2003 with SQL Server 2005 Technology*

41. Windows Small Business Server 2003 R2 Standard および Premium Edition*

42. Windows Server 2003 for Small Business Server*

43. Windows Server 2003 (SAL モデルのライセンス) Standard および Enterprise Edition

44. Windows Server 2003 R2 (SAL モデルのライセンス) Standard および Enterprise Edition*
45. Windows Server 2003 OEM*
46. Windows Server 2003 R2 OEM*

47. Windows Server 2003 Rights Management Services*

48. Visio 2003 Standard および Professional Edition

49. Visual Studio Team Foundation Server with SQL Server 2005 Technology*
50. Visual Studio 2005 Professional Edition*

51. Visual Studio .NET Enterprise Developer Edition Version 2003

52. Visual Studio 2005 Team Edition for Software Architects、Software Developers、および Testers

( コンポーネント製品は、別々の SAL で個別に使用できます。

	a)


A. 標準の使用条件　お客様は、取得する各サブスクライバー アクセス ライセンス (SAL) につき、以下の権利を有します。
	I) ライセンス条件および使用権
a) サブスクライバー アクセス ライセンス (SAL)

· 本サーバー ソフトウェアに実際にアクセスするかどうかにかかわらず、直接的または間接的な本サーバー ソフトウェアのインスタンスへのアクセスを許可される各ユーザーごとに、SAL を取得して割り当てる必要があります。本ライセンス モデルの B に示す製品を除き、デバイス SAL は使用できません。ハードウェアのパーティションまたはブレードは別個のデバイスと見なされます。各製品の適切な SAL を次の表に示します。
· プロセッサ毎のライセンスで使用許諾されるソフトウェアには、SAL は必要ありません。
· 一部のソフトウェア機能を使用するためには、次の表に示すように、追加の SAL が必要となります。
製品または機能
SAL の一覧
Class Server 4.0

· Class Server 4.0 SAL
CRM 3.0 Professional Edition
· CRM 3.0 Professional SAL

Customer Care Framework 2005
· Customer Care Framework 2005 SAL

Data Protection Manager 2006

· SCDPM 2006 データ保護管理ライセンス (DPML) SAL

Exchange Server 2003 Standard および Enterprise Edition

· BackOffice SAL 

· Core SAL 

· Exchange Server 2003 SAL

· Windows Small Business Server 2003 SAL (SBS ドメイン内のサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイス用)

Microsoft Office Project Portfolio Server

· Microsoft Office Project Portfolio Server SAL

Microsoft Operations Manager 2005

· MOM 2005 Standard オペレーション管理 SAL (Standard)

· MOM 2005 Enterprise オペレーション管理 SAL (Enterprise)

· System Center Standard Server Management SAL 2006 (Standard)

Microsoft Operations Manager 2005 with SQL Server 2005 Technology

· MOM 2005 Standard オペレーション管理 SAL (Standard)

· MOM 2005 Enterprise オペレーション管理 SAL (Enterprise)

· System Center Standard Server Management 2006 SAL (Standard)

Office Live Communications Server 2005 Standard および Enterprise Edition

· Office Communicator Mobile SAL 

· Office Communicator Web Access SAL

· Office Live Communications Server 2005 SAL

Office Project Server 2003

· Office Project Server 2003 SAL
SharePoint Portal Server 2003

· Core SAL 

· SharePoint Portal Server 2003 SAL
Systems Management Server 2003 R2

· BackOffice 2000 SAL

· Core SAL

· SMS 2003 構成管理ライセンス SAL

· System Center Standard Server Management 2006 SAL 

Systems Management Server 2003 with SQL Server 2005 Technology

· BackOffice 2000 SAL

· Core SAL

· SMS 2003 構成管理ライセンス SAL

· System Center Standard Server Management 2006 SAL (Standard)

SQL Server 2000 OEM 版 Standard および Enterprise Edition

· SQL Server 2000 SAL

SQL Server 2005 (OEM 版を含む) Standard および Enterprise Edition

· SQL Server 2005 SAL
SQL Server 2005 (OEM 版を含む) Workgroup Edition

· SQL Server 2005 SAL

· SQL Server 2005 Workgroup SAL

· Windows Small Business Server 2003 SAL (SBS ドメイン内のサーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスするユーザーまたはデバイス用)
Visual Studio 2005 Team Foundation Server with SQL Server 2005 Technology
· Visual Studio 2005 Team Foundation Server SAL

Windows Server 2003 Terminal Server

· Windows Server 2003 Terminal Server SAL

Windows Server 2003 R2 Terminal Services

· Windows Terminal Services SAL

· TS SAL の管理
Windows Server 2003 Rights Management Services

· Windows Server 2003 Rights Management Services SAL

Windows Small Business Server 2003 R2 Standard および Premium Edition

· Windows Small Business Server 2003 SAL

b) SAL の種類　SAL には、デバイス用とユーザー用の 2 種類があります。各デバイス SAL (デバイス SAL が許可される製品用) では、任意のユーザーが使用する 1 台のデバイスで、サーバー上にある本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスすることを許諾します。各ユーザー SAL では、任意のデバイスを使用する 1 人のユーザーがサーバー上にある本サーバー ソフトウェアのインスタンスにアクセスすることを許諾します。 
c) ユーザー SAL の同時接続　本サーバー ソフトウェアが実行されているサーバー (複数のデバイスを使用) への同時接続ごとに、SAL が必要です。たとえば、1 日の異なる時刻に、PC と別のラップトップの両方から本サーバー ソフトウェアにアクセスするユーザーに対しては、1 つの SAL を取得するだけで済みます。ただし、同時に両方のデバイスから本サーバー ソフトウェアにアクセスするユーザーに対しては、2 つの SAL を取得する必要があります。
d) SAL の再割り当て　お客様は次のことができます。
· デバイス SAL をあるデバイスから別のデバイスに永久的に再割り当てするか、ユーザー SAL をあるユーザーから別のユーザーに永久的に再割り当てする。
· 常設のデバイスが使用不可能な場合にデバイス SAL を代替デバイスに一時的に再割り当てするか、デバイスを使用する社員が休んでいる間に働く派遣社員にユーザー SAL を再割り当てする。
II) クライアント ソフトウェアの実行中のインスタンス　お客様は、任意の数のデバイス上の物理的または仮想的オペレーティング システムで、次の表に示すクライアント ソフトウェアの任意の数のインスタンスを実行または使用することができます。クライアント ソフトウェアは、サーバー ソフトウェアに対して直接使用するか、他のクライアント ソフトウェアを通じて間接的に使用できます。  
製品
クライアント ソフトウェア
Class Server 4.0

· SIF Agent

· Standards Editor

· Teacher Client

CRM 3.0 Professional Edition
· CRM クライアント ソフトウェア
· CRM Email コネクタ
· CRM Mobile

· Data Migration Framework

· Demo database tool

· Redeployment tool

· SQL 2000 Reporting Services ("SRS")

Customer Care Framework 2005

· Customer Self-Service Web Portal 

· Integrated Agent Desktop

· Line of Business Application Aggregation Module 

· Multi-Channel Web Web Services (電子メール、Web チャット、スピーチ、および Computer Technology Integration)

· ソフトウェア開発キット (SDK)

Data Protection Manager 2006

· Data Protection Manager 2006 File Agent

Exchange Server 2003 Standard および Enterprise Edition

· ESM – Exchange Server Manager

· ソフトウェア開発キット
Microsoft Operations Manager 2005

· エージェントおよびヘルパーのバイナリ
· Connector Framework

· データベース スキーマ
· MOM Management Pack

· Reporting Services

· ユーザー インターフェイス
· Web コンソール
Microsoft Operations Manager 2005 with SQL Server 2005 Technology

· エージェントおよびヘルパーのバイナリ
· Connector Framework

· データベース スキーマ
· MOM Management Pack

· Reporting Services

· Analysis Services Shared Tools

· Business Intelligence Development Studio

· Connectivity Components

· Legacy Components

· 管理ツール
· Notification Services Client Components

· Reporting Services Report Manager

· Reporting Services Shared Tools

· SQL Server 2005 Shared Tools

· ソフトウェア開発キット
· SQLXML CLIENT FEATURES

· SQL Server 2005 Books Online

· SQL Server Mobile Server Tools

· ユーザー インターフェイス
· Web コンソール
Office Live Communications Server 2005 Standard および Enterprise Edition

· Address Book Service (Microsoft Office Communicator 用)

· Administration ツール
· Archiving Service

· Office Communicator 2005 (テレフォニー機能を除く)

· Office Communicator Web Access

· Office Communicator Mobile

· ソフトウェア開発キット
Office Project Server 2003

· サーバー ソリューション スターター :

· BizTalk Server Workflow Solution Starter

· Enterprise Reporting Solution Starter

· Portfolio Analyzer OLAP Extensions Solution Starter
· Project Server to ERP Connector Solution Starter

· Project Server to Siebel Solution Starter ソフトウェア開発キット
· 2003 ダウンロード :

· COM Add-in Template for Project 2003

· Managed Code PDS Extension for Project Server 2003

· Portfolio Analyzer OLAP Extensions Solution Starter for Project Server 2003

· Project Data Service (PDS) Reference for Project Server 2003

· Project 2003 のプロジェクト ガイドとカスタム ビュー
· Project Renamer PDS Extender

· Project Server 2003 Web パーツと URL オプション
· Office ソリューション アクセラレータ :

· Microsoft Office Solution Accelerator for Six Sigma

· Project コード サンプル :

· サンプル :Building and Hosting a PDS Web Application for Project Server

SharePoint Portal Server 2003

· ソフトウェア開発キット
System Management Server 2003 R2
· Administrator コンソール
· Advanced Client

· Client Access Point
· Custom Updates Publishing Tool
· Distribution Point

· Management Point
· Microsoft Baseline Security Analyzer

· Network Monitor

· Recovery Point

· Reporting Point

· Secondary Site Server

· Sender Server

· Server Locator Point

· SMS 2003 Legacy Client

· Systems Management Server Provider
Systems Management Server 2003 with SQL Server 2005 Technology

· Secondary Site Server

· Network Monitor

· Administrator コンソール
· Systems Management Server Provider

· Recovery Point

· Reporting Point

· Server Locator Point

· Distribution Point

· Management Point

· Client Access Point
· Custom Updates Publishing Tool

· Sender Server

· Advanced Client

· SMS 2003 Legacy Client

· Analysis Services Shared Tools

· Business Intelligence Development Studio

· Connectivity Components

· Legacy Components

· 管理ツール

· Microsoft Baseline Security Analyzer

· Notification Services Client Components

· Reporting Services Report Manager

· Reporting Services Shared Tools

· SQL Server 2005 Shared Tools

· ソフトウェア開発キット
· SQLXML CLIENT FEATURES

· SQL Server 2005 Books Online

· SQL Server Mobile Server Tools
SQL Server 2005 (OEM 版を含む) Standard および Enterprise Edition

· Analysis Services Shared Tools

· Business Intelligence Development Studio

· Connectivity Components

· Legacy Components

· 管理ツール
· Notification Services Client Components

· Reporting Services Report Manager

· Reporting Services Shared Tools

· SQL Server 2005 Shared Tools

· ソフトウェア開発キット
· SQLXML CLIENT FEATURES

· SQL Server 2005 Books Online

· SQL Server Mobile Server Tools
SQL Server 2005 (OEM 版を含む) Workgroup Edition

· Business Intelligence Development Studio

· Connectivity Components

· Legacy Components

· 管理ツール
· Reporting Services Report Manager

· Reporting Services Shared Tools

· ソフトウェア開発キット
· SQL Server 2005 Shared Tools

· SQL Server 2005 Books Online

· SQL Server Mobile Server Tools

· SQLXML CLIENT FEATURES
System Center Reporting Manager 2006

· Reporting Data Source
System Center Reporting Manager 2006 with SQL Server Technology

· Reporting Data Source

· Analysis Services Shared Tools

· Business Intelligence Development Studio

· Connectivity Components

· Legacy Components

· 管理ツール
· Notification Services Client Components

· Reporting Services Report Manager

· Reporting Services Shared Tools

· SQL Server 2005 Shared Tools

· ソフトウェア開発キット
· SQLXML CLIENT FEATURES

· SQL Server 2005 Books Online

· SQL Server Mobile Server Tools
Visual Studio 2005 Team Foundation Server with SQL Server 2005 Technology

· Team Explorer

· Team Foundation Build
Windows Server 2003 for Small Business Server
· AD Migration Tool

· FRS Monitoring ツール
· GPMC

· adminpak.msi 内のサーバー管理ツール
· Shadow Copy クライアント
Windows Server 2003 R2 Standard および Enterprise Edition

· DFS Namespaces and Replication Console

· File Server Management

· File Server Resource Manager

· Identity Management for Unix Admin Pack

· Print Management

· Remote Desktop Connection 

· Server Administration Tools

· Windows System Resource Manager
Windows Small Business Server 2003 R2 Standard および Premium Edition

· Server Administration Tools

· Remote Desktop Connection

· Office Outlook 2003

· Business Intelligence Development Studio

· SQL Server 2005 Books Online

· SQL Connectivity Components

· SQL Legacy Components

· SQL Management Tools

· SQL Reporting Services Report Manager

· SQL Reporting Services Shared Tools

· SQL Server 2005 Shared Tools

· SQL ソフトウェア開発キット
· SQLXML CLIENT FEATURES

· SQL Server Mobile Server Tools

III) サーバーまたはストレージ メディア上でのインスタンスの作成と格納　お客様には、取得する各ソフトウェア ライセンス 1 つにつき、以下の追加の権利が許諾されます。
a) サーバー ソフトウェアおよびクライアント ソフトウェアの任意の数のインスタンスを作成する。
b) 任意のサーバーまたは記憶媒体に対し、本サーバー ソフトウェアおよびクライアント ソフトウェアのインスタンスを格納する。
c) 上記のソフトウェア ライセンスに基づいてサーバー ソフトウェアのインスタンスを実行する権利を行使するためにのみ、サーバー ソフトウェアおよびクライアント ソフトウェアのインスタンスを作成して格納する (第三者にインスタンスを再頒布することはできません)。
d) SQL Server 2005 Technology の使用条件　ソフトウェアに SQL Server Technology が含まれる場合、そのソフトウェアをサポートするため、1 つのサーバー上の 1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム環境のみで、そのテクノロジのインスタンスを一度に 1 つのみ実行することができます。お客様は、その使用のために SQL Server SAL を取得する必要はありません。前述のいずれかのソフトウェア ライセンスに基づいてこのテクノロジのインスタンスを実行する権利を行使するためのみに、SQL Server Technology の任意の数のインスタンスを作成および格納することができます。
e) Microsoft Operations Manager (MOM) Management Pack　ソフトウェアには MOM Management Pack が含まれることがあります。お客様によるこれらの MOM Management Pack の使用には、SAL ライセンス モデルに関するこの項に記載された、MOM の使用許諾契約の条項が適用されます。

	a)


B. オンライン サービス製品の追加の条件
I) 追加のライセンス条件および追加の使用権
a) サービス SAL　次の表にオンライン サービスが記載されている場合は、表に従ってそのオンライン サービスのサービス SAL を取得する必要があります。 
	サービス SAL を必要とするオンライン サービス 

	オンライン サービス
	サービス SAL
	必要なライセンス数

	Antigen Enterprise Manager
	Antigen Enterprise Manager SAL
	オンライン サービスが実行される
サーバーごとに 1 つ

	Microsoft Exchange Hosted Archive Extra Storage
	Microsoft Exchange Hosted Archive Extra Storage SAL
	ユーザー SAL で提供される記憶領域を 1 か月に 1 GB 超えるごとに 1 つ


b) ユーザー SAL　次の表にオンライン サービスが記載されている場合は、表に従ってそのオンライン サービスのユーザー SAL を取得する必要があります。オンライン サービスに直接アクセスするユーザー数を減じたり、ユーザー情報の経路を変更したりするハードウェアまたはソフトウェア ("マルチプレキシング" または "プーリング" と呼ばれます) を利用した場合であっても、必要なユーザー SAL の数を減じることはできません。 
	ユーザー SAL を必要とするオンライン サービス

	オンライン サービス
	ユーザー SAL
	必要なライセンスの対象

	Antigen for Microsoft Exchange
	Antigen for Microsoft Exchange ユーザー SAL
	オンライン サービスによって電子
メールが処理されるユーザーごと

	Antigen for Instant Messaging
	Antigen for Instant Messaging 
ユーザー SAL
	オンライン サービスによって
インスタントメッセージが処理されるユーザーごと

	Antigen for SMTP Gateways
	Antigen for SMTP Gateways 
ユーザー SAL
	オンライン サービスによって電子
メールが処理されるユーザーごと

	Antigen for SharePoint Edition
	Antigen for SharePoint Edition 
ユーザー SAL
	オンライン サービスによって
SharePoint ドキュメントが処理されるユーザーごと

	Antigen Spam Manager
	Antigen Spam Manager 
ユーザー SAL
	オンライン サービスによって
電子メールが処理されるユーザーごと

	Microsoft Exchange Hosted Archive
	Microsoft Exchange Hosted Archive ユーザー SAL
	オンライン サービスによってサブスクライバーデータが保存されるユーザーごと

	Microsoft Exchange Hosted Archive Extra Storage
	
	

	Microsoft Exchange Hosted Continuity
	Microsoft Exchange Hosted Continuity ユーザー SAL
	オンライン サービスによってサブスクライバーデータが保存されるユーザーごと

	Microsoft Exchange Hosted Encryption
	Microsoft Exchange Hosted Encryption ユーザー SAL
	オンライン サービスによってサブスクライバーデータが処理されるユーザーごと

	Microsoft Exchange Hosted Filtering
	Microsoft Exchange Hosted Filtering ユーザー SAL
	オンライン サービスによってサブスクライバーデータが処理されるユーザーごと


II) 使用条件の更新　オンライン サービスの使用条件は任意のタイミングで更新されることがあります。Microsoft が本製品使用権説明書で新しい条件を公開した後、または電子メールやインスタント メッセージで更新についてお客様に連絡した後にお客様がオンライン サービスをご利用になった場合、お客様は新しい条件に同意したものとします。
a) 使用条件の更新　オンライン サービスの使用条件は任意のタイミングで更新されることがあります。Microsoft が本製品使用権説明書で新しい条件を公開した後、または電子メールやインスタント メッセージで更新についてお客様に連絡した後にお客様がオンライン サービスをご利用になった場合、お客様は新しい条件に同意したものとします。
b) オンライン サービスの更新　Microsoft はオンライン サービスを変更することがあります。また、Microsoft はオンライン サービスの新しいバージョンをリリースできるものとします。Microsoft がオンライン サービスを更新し、更新されたサービスをお客様がご利用にならない場合、一部の機能を使用できないことや、オンライン サービスの使用が中断または終了することがあります。
c) オンライン サービスの中止または一時中断　Microsoft は、サービス メンテナンスなど、その理由を問わず、オンライン サービスを一時中断、またはお客様によるオンライン サービスの使用を一時中断することができるものとします。Microsoft は、法律上の義務など、その理由を問わず、オンライン サービスを中止するか、お客様によるオンライン サービスの使用を中止できるものとします。Microsoft がオンライン サービスを中止した場合、お客様がオンライン サービスを使用する権利は直ちに終了します。Microsoft がオンライン サービスを中止または一時中断した後は、お客様はご自分のデータにアクセスできなくなります。
d) 使用条件　サービス プロバイダ ライセンス契約の終了または期間満了後は、お客様はオンライン サービスにアクセスまたは使用できないことがあります。
III) お客様のアカウントに関する責任　お客様のオンライン サービス アカウントとパスワードを使用したオンライン サービスのすべてのご利用に関する責任は、お客様が負うものとします。お客様は、アカウントとパスワードを機密情報として保持する必要があります。お客様のアカウントが悪用された可能性がある場合、またはオンライン サービスに関連するセキュリティ侵害の疑いがある場合は、直ちに Microsoft までご連絡いただく必要があります。
IV) オンライン サービスでのソフトウェアの使用　お客様がオンライン サービスにサインインして使用する際は、Microsoft のソフトウェアまたは認定された第三者のソフトウェアのみを使用する必要があります。
a) Microsoft ソフトウェア使用条件　オンライン サービスに使用する Microsoft ソフトウェアの使用条件は、お客様がそのソフトウェアを使用する場合にも適用されます。ソフトウェアに使用条件がない場合、お客様はそのソフトウェアをご自分のデバイスにインストールし、オンライン サービスにのみ使用することができます。お客様のソフトウェア使用権は、お客様のオンライン サービス使用権が終了または期限切れになったとき、または Microsoft がサービスを更新してそのソフトウェアをサポートしなくなったときのいずれか早い方の時点で終了します。お客様のソフトウェア使用権が終了した場合、お客様はそのソフトウェアをアンインストールする必要があります。お客様のソフトウェア使用権が終了した時点で、Microsoft もお客様のそのソフトウェア使用を無効にします。
b) Microsoft ソフトウェアの自動更新　Microsoft は、お客様がご使用のソフトウェアのバージョンを随時確認し、更新プログラムの使用を推奨したり、お客様のデバイスに更新プログラムをダウンロードすることがあります。更新プログラムのダウンロードの際に、お客様に通知されない場合もあります。
c) お客様が投稿または提供されるマテリアル　オンライン サービスに関連してお客様が Microsoft に投稿または提供されるマテリアルについて、お客様は Microsoft に対して (1) マテリアルをオンライン サービスで使用、編集、複製、配布、転送、および表示する権利、(2) マテリアルにお客様の名前を添えて公開する権利、(3) これらの権利を公開する権利を許諾するものとします。これらの権利は、合法的なコンテンツおよびそのコンテンツの合法的な使用に対してのみ適用されます。お客様から提供されたマテリアルに対して Microsoft が対価を支払うことはありません。Microsoft はお客様から提供されたマテリアルをいつでも削除できるものとします。お客様は、Microsoft にこれらの権利を許諾するために必要な権利を有する必要があります。
d) 使用範囲（利用規定）　お客様は、以下を行うことはできません。
· 法律に違反する方法でオンライン サービスを使用する。
· オンライン サービスに害を及ぼす可能性のある方法、または第三者によるそのサービスの使用を妨げる方法で、これらのオンライン サービスを使用する。
· サービス、データ、アカウント、またはネットワークへの不当なアクセスを試みるためにオンライン サービスを使用する。
· お客様に代わってに第三者にオンライン サービスへのアクセスや使用を許可する。
· BOT、スパイダ、Microsoft が保存している情報の定期的なキャッシュなど、自動化されたプロセスまたはサービスを使用して、オンライン サービスへのアクセスや使用を行う。
· 電子メールのヘッダー情報を改ざんする（「なりすまし」など）。
· これらの条件に違反することを意図したサービスを提供するためにオンライン サービスを利用する（スパムの送信を可能にする、サービス妨害(DoS)攻撃を可能にする、など）。
e) お客様の使用状況の監視　法律により許可される範囲で、Microsoft はお客様のオンライン サービス使用状況を監視し、以下の目的でお客様の情報を削除または開示できるものとします。
· 本製品使用権を含むお客様のボリューム ライセンス契約をお客様が遵守されていることを確認する。
· 法的要件またはプロセスを満たす。
· Microsoft または第三者の権利を保護する。
f) 電子通知　Microsoft は、オンライン サービスに関する情報を電子的形式でお客様に提供することがあります。この通知は、サービスへのサインアップ時にお客様が指定されたアドレス宛ての電子メール、Microsoft が指定する Web サイト、またはインスタント メッセージングを通じて行われます。電子メールまたはインスタント メッセージングによる通知は、送信日に提供されます。オンライン サービスを使用している限り、お客様は、これらの通知を受信するためのソフトウェアとハードウェアを備えていることになります。これらの電子通知を受信することに同意しない場合、お客様はオンライン サービスを使用することはできません。
g) プライバシー　Microsoft がお客様の情報を収集して使用する方法については、オンライン サービスのプライバシーに関する声明をご参照ください。

h) 製品の提供　オンライン サービスは一部の地域で使用できない場合があります。
	a)


C. 特定の製品に関する例外と追加の条件
Antigen Enterprise Manager :

サービス SAL　オンライン サービスが実行されるサーバーごとに、1 つのサービス SAL を取得する必要があります。 
ユーザー SAL は不要
Antigen for Microsoft Exchange、Antigen for SMTP Gateways、Antigen for Instant Messaging、Antigen for SharePoint および Antigen Spam Manager  :

ユーザー SAL　オンライン サービスによって電子メール、インスタント メッセージまたは SharePoint ドキュメントが処理されるユーザーごとに、ユーザー SAL を取得する必要があります。  
専用のトレーニング施設で使用　専用のトレーニング施設で、オンライン サービスに付属のオンライン サービスとソフトウェアを使用するには、サービス プロバイダ ライセンス契約にこれと矛盾した規定があっても、前述のようにユーザー SAL を取得する必要があります。
更新による使用　不正使用を防止するため、オンライン サービスを最初に使用した日付より 3 年を経過すると、オンライン サービスの特定の機能が無効になることがあります。お客様がオンライン サービスの使用権を更新すると、この日付を延長する手段が提供されます。 
スキャン エンジンの代替　オンライン サービスの次のものについては、相当のソフトウェアおよびファイルで代用することがあります。
· アンチウイルスおよび迷惑メール防止ソフトウェア
· 署名ファイルおよびコンテンツ フィルタリング データ ファイル
韓国国内での使用　韓国国内に設置されているサーバーで AhnLab 社のウイルス対策エンジンを使用することはできません。
Axapta 3.0、Dynamics GP 9.0、Navision 4.0、Solomon 6.5 : 

追加条項　本ソフトウェアをライセンスするには、Microsoft ビジネス ソリューション追加条項またはその後継である追加条項を締結している必要があります。この追加条項の詳細については、Microsoft の担当者にお問い合わせください。  

使用の制限　本サーバー ソフトウェアおよびクライアント ソフトウェアへのアクセスと使用を許可できるのは、(i) SAL を取得した対象のユーザー、および (ii) アクセスまたは使用の目的が、顧客を代表して顧客のビジネスを行うことであるユーザーのみです。顧客は、お客様の社員ユーザー、販売店の社員ユーザー、または第三者の社員ユーザーが、顧客に代わって本サーバー ソフトウェアにアクセスし、使用することを許可できます。第三者は、顧客契約を締結している必要があります。SAL は 1 社の顧客およびその関連会社に発行され、異なる顧客とその関連会社間で使用または共有することはできません。その結果、複数の顧客を代表して本サーバー ソフトウェアにアクセスまたは使用することをユーザーが許可される場合、各顧客およびその関連会社ごとに SAL を取得する必要があります。  

Class Server 4.0 :

追加条項　本ソフトウェアを使用許諾するには、Microsoft 対象教育機関の追加条項またはその後継である追加条項を締結している必要があります。この追加条項の詳細については、Microsoft の担当者にお問い合わせください。  

ユーザー SAL の要件　対象教育機関の正規の学生ユーザーごとに、SAL を取得する必要があります。製品のライセンスを取得したのが対象教育機関である場合には、対象教育機関が雇用する教員または管理者およびライセンスを受けたユーザーの両親または法定後見人のために SAL を取得する必要はありません。
CRM 3.0 Professional Edition :
BizTalk Server Standard Edition　本ソフトウェアの BizTalk Server Standard 部分の使用には、本製品使用権説明書の「プロセッサ毎のライセンス モデル」に記載の BizTalk Server Partner Edition の使用条件が適用されます。ただし、お客様が BizTalk Server ソフトウェアを使用することができるのは、CRM サーバー ソフトウェアをその他の Microsoft Business Solution ソフトウェアに統合する場合に限られます。
Customer Care Framework 2005 :
サポート サービスなし　本ソフトウェアは現状有姿のまま提供され、サポートされません。 
Data Protection Manager 2006 :
SAL の要件　 マルチプレキシングまたはプーリング等と呼ばれるソフトウェア、あるいはハードウェアを使用して、直接的または間接的にサーバー ソフトウェアによって管理されるデバイスごとに SAL を取得する必要があります。
ユーザー SAL は使用不可　お客様が取得できるのはデバイス SAL だけです。ユーザー SAL は使用できません。
Exchange Server 2003 Corporate Outlook Access (Exchange Server 2003 Enterprise Edition) : 

Exchange Server Corporate Outlook Access SAL およびクライアント ソフトウェア　本クライアント ソフトウェアは、Exchange Server Corporate Outlook Access SAL を取得した対象のユーザーの任意のデバイス上で、Exchange Server 2003 Enterprise Edition にアクセスまたは使用する目的に限り、インストールして使用できます。
Outlook Standard 2003　Outlook Standard 2003 の複製は、追加のクライアント ソフトウェアとして本サーバー ソフトウェアに含めることができます。Outlook Standard 2003 の複製は、Exchange Server Corporate Outlook Access SAL を取得した対象のユーザーの一つのデバイス上にインストールできます。Outlook Standard 2003 の使用は、Outlook Standard 2003 に付属の使用許諾契約と矛盾があった場合でも、本製品使用権説明書に準拠します。ユーザーは、本サーバー ソフトウェアに含まれている特定バージョンの Outlook Standard 2003 のみを使用できます。ユーザーは、Outlook Standard 2003 の後続バージョンを使用することはできません。Outlook Standard 2003 を使用する上でのアクティベーション要件に従う必要があります。
For Exchange 2003 Web Mail、Exchange 2003 Web Mail Plus、および Corporate Web Access (Exchange Server 2003 Enterprise Edition) : 

追加条項　本ソフトウェアを使用許諾するには、Web アクセス追加条項またはその後継である追加条項を締結している必要があります。この追加条項の詳細については、Microsoft の担当者にお問い合わせください。
ユーザー SAL の要件　Exchange Web Mail、Exchange Web Mail Plus、および Exchange Corporate Web Access の SAL には、Outlook Web Access の使用が含まれます。Exchange Web Mail、Exchange Web Mail Plus、および Exchange Corporate Web Access の SAL ユーザーは、以下に示す各 SAL の使用制限に述べられているサーバー ソフトウェアにアクセスし、使用するために、Outlook Web Access のみを使用できます。お客様は各ユーザーの SAL を取得する必要があります。
使用制限　ユーザーは、Outlook を使用して本サーバー ソフトウェアにアクセスおよび使用することはできません。
Exchange Web Mail SAL の使用制限　Exchange Web Mail SAL を取得する対象の各ユーザーは、本サーバー ソフトウェアの次の機能を使用できます。
· この SAL に記載されている機能を可能にする Outlook Web Access の機能。
· この SAL に記載されているプロトコルを通じたメッセージングおよび個人用フォルダへのアクセス。
· インターネット メール プロトコル (Simple Mail Transfer Protocol (SMTP)、Post Office Protocol (POP)) およびサービス プロバイダのドメインで次の種類の電子メール アドレスを使用した、任意のクライアント経由の Web ブラウザ アクセス :‘joe@serviceprovider.com’。
· 仕事（タスク）。
· Active Directory との統合 (Windows Server は別に許諾されます)。ユーザー、メールボックス、サーバー、サイト、およびカスタム受信者を含むサーバー ソフトウェア ディレクトリ情報は Active Directory に保存され、サーバー ソフトウェアおよび Windows Server オブジェクトの統合管理用の Active Directory の使用、サーバー ソフトウェア配布リスト用の Windows Server グループの使用、およびサーバー ソフトウェア ディレクトリ情報用の Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) のネイティブ アクセス プロトコルとしての使用が可能になります。
· Windows Server Security 統合 (サーバー ソフトウェアは Windows Server セキュリティ モデルと完全に統合されます)。管理者は、Windows Server セキュリティ記述子 (アクセス制御リスト) を使用して、パブリック フォルダを含むすべてのメッセージングおよび共同作業リソースの許可を定義します。
· 保存システム (この SAL から明示的に除外される機能またはプロトコルのサポートで使用される場合を除き、メッセージング、共同作業、リッチ ドキュメントの保存、および Web 対応アプリケーション用の単一データベース)。
· アクティブ クラスタ (Windows Server Enterprise Edition および Windows Advanced Server バージョンの Microsoft クラスタ サービスに基づきます。マルチマスター クラスタにより、クラスタで使用されるすべてのサーバーが、ロールオーバー リカバリを発生させる障害が発生するまで、メッセージング要求をアクティブに処理できるようになります)。
· 分散設定 (フロント エンド サーバーとバック エンド サーバーで異なります)。
· 制限のないデータベース サイズ。
· サーバーあたり複数のデータベース。
· Single-Seat Administration With Microsoft Management Conso、Collaboration Data Objects (CDO) for Exchange Management、Policy-Based Administration、System Monitoring Using Windows Management Instrumentation (WMI) を含むすべての管理ツール。
· NNTP (Network News Transfer Protocol) を通じてニュースグループをホストする機能。
· 個人用フォルダ (Web Storage System に個人用ドキュメントとメッセージを保存する機能。このドキュメントとメッセージは他のユーザーと共有することはできません)。
· 個人用アドレス帳 (他のユーザーとは共有されません)。
· パブリック フォルダ。
· モバイル通知。モバイル デバイスを通じた、サーバー ソフトウェアでのイベント通知の受け取り。
· モバイル参照。モバイル デバイスを通じたサーバー ソフトウェアの受信トレイ、個人用アドレス帳、およびタスクへのアクセス。
· モバイル同期。無線ネットワークを通じた、サーバー ソフトウェアの受信トレイ、個人用アドレス帳、およびタスクと Pocket PC 2002 ベースのデバイスとの同期。
· 統合されたメッセージング プラットフォーム機能。VPIM 標準 (異なる音声メール システム間の相互運用を可能にします) のサポート、あいさつなど、ユーザーに関する音声メール関連情報の Windows Server Active Directory の組み込みフィールドへのアクセス、音声メッセージの録音と再生用のインストール可能 Outlook フォーム、Outlook Web Access を使用したすべて統合されたメッセージング データへの Web アクセス。
Exchange Web Mail Plus SAL の使用制限　Exchange Web Mail Plus SAL を取得する対象の各ユーザーは、本サーバー ソフトウェアの次の機能を使用できます。
· 前述した Exchange Web Mail SAL の機能。
· この SAL に記載されている機能を可能にする Outlook Web Access の機能。
· 個人用予定表 (他のユーザーとは共有されません)。
· 1 人のユーザーまたはユーザーの組織の 1 つの 2 番目のレベルのドメインのサポート (ユーザーは、‘joe@serviceprovider.com’ ではなく ‘joe@smith.com’ または ‘joesmith@company1.com’ を使用する権利を得ます)。複数のサフィックス (“.com”、“.net”、“.org”) を使用できます (‘joe@smith.com’、‘joe@smith.net’、‘joe@smith.de など)。
· カスタマイズされたドメイン (個人用ドメイン SAL として会社が購入したドメインなど) またはサービス プロバイダのドメイン全体内のすべてのユーザーのアドレス一覧。
· モバイル参照。モバイル デバイスを通じたサーバー ソフトウェアの個人用予定表およびグローバル アドレス一覧へのアクセス。
· モバイル同期。無線ネットワークを通じた、サーバー ソフトウェアの個人用予定表およびグローバル アドレス一覧と Pocket PC 2002 ベースのデバイスとの同期。
Exchange Corporate Web Access SAL の使用制限　Exchange Corporate Web Access SAL を取得する対象の各ユーザーは、本サーバー ソフトウェアの次の機能を使用できます。
· 前述した Exchange Web Mail Plus SAL の機能
· この SAL に記載されている機能を可能にする Outlook Web Access の機能
· 共有フォルダ
· 共有予定表および連絡先
· 他のユーザーの空き時間情報の表示を含むグループの予定表
Microsoft Exchange Hosted Archive、Microsoft Exchange Hosted Archive Extra Storage、Microsoft Exchange Hosted Continuity、Microsoft Exchange Hosted Encryption、および Microsoft Exchange Hosted Filtering :

使用条件の更新　次を除き、現在のサービス プロバイダ ライセンス契約期間中は、最初にオンライン サービスを取得した日に有効なライセンス条件が、オンライン サービスの使用に適用されます。使用条件の範囲はいつでも更新されることがあります。更新については、本製品使用権説明書で公開するか、または電子メールやインスタント メッセージで更新についてお客様に連絡します。
評価目的での使用　Microsoft Exchange Hosted　Filteringを除いて、サービス プロバイダ ライセンス契約の条項と矛盾していても、評価目的でオンライン サービスを使用するには、前述した各ユーザーごとのユーザー SAL およびサービス SAL を取得する必要があります。Microsoft Exchange Hosted　Filteringでは、お客様またはお客様のユーザーは、30 日の試用期間においてオンライン サービスを使用することができます。
オンライン サービスの中止または一時中断　次の場合、Microsoft はその他の権利を制限することなく、オンライン サービスまたはお客様 (お客様のユーザーを含む) によるオンライン サービスの使用を中断することがあります。
· お客様 (お客様のユーザーを含む) によるオンライン サービスの使用が使用条件の範囲に違反すると Microsoft が判断した場合。
· お客様 (お客様のユーザーを含む) によるサービスの使用が、ネットワークの機能または統合性にとって脅威となると Microsoft が判断した場合。
· 本製品使用権説明書を含めて、お客様がサービス プロバイダのライセンス条件に違反した場合。
· 法律によって求められた場合。
サブスクライバーデータの監視　Microsoft は、次の場合を除き、オンライン サービスによって処理またはアクセスされたお客様のユーザーのサブスクライバーデータを監視、表示、または編集することはありません。
· サービスを提供または改善する場合。
· 上の「お客様の使用状況の監視」の記載に該当する場合。
"サブスクライバーデータ" とは、お客様のユーザーの電子メール (送信元を問わず、サービスを提供するために処理されるすべての電子メールの内容、添付ファイル、およびヘッダー情報を含む)、インスタント メッセージ、議事録、またはオンライン サービスによって処理またはアクセスされる他のデータ ファイルのことをいいます。
サブスクライバーデータの取扱い　Microsoft は、指定された Microsoft Web サイト https://admin.global.frontbridge.com/ に記載されている方法を使用して、オンライン サービスで処理またはアクセスされるお客様のユーザーのサブスクライバーデータの保護に努めています。お客様は次のことに同意するものとします。
· これらの手法は、サブスクライバーデータのセキュリティと処理に関して Microsoft の唯一の責任であること。
· これらの手法は、サービス プロバイダ ライセンス契約または機密保持に関する他の契約に含まれている機密保持義務に代わるものであること。
Microsoft Exchange Hosted Archive、Microsoft Exchange Hosted Archive Extra Storage、および Microsoft Exchange Hosted Continuity :

ユーザーに対するオンライン サービスの終了　お客様のサービス プロバイダ ライセンス契約の期間中にユーザーに対するオンライン サービスが満了または終了する場合、お客様はその満了または終了について Microsoft に通知していただく必要があります。お客様は、MX 記録をリダイレクトし、終了または満了の日を連絡するとともに、ユーザーのサブスクライバーデータの処理について olsrecon@microsoft.com エイリアスを使用して Microsoft にご連絡していただく必要があります。これ以外の情報が必要となる場合もあります。お客様の選択するオプションにより、Microsoft は次のいずれかの処理を行います。
a. ユーザーのサブスクライバーデータを破棄する
b. ユーザーのサブスクライバーデータをエクスポートしてお客様に返却する
(a) を選択した場合、お客様の要求に応じて、Microsoft はユーザーのサブスクライバーデータの破棄を証明します。(b) を選択した場合、お客様は関連費用をお支払いいただくことに合意するものとします。前述の期限内にユーザーのサブスクライバーデータの処理についてご連絡いただけない場合、30 ～ 90 日間は引き続きデータを保持します。この期間後に、お客様がオンライン サービスの使用権を更新されない場合、ユーザーの購読データは削除されます。
オンライン サービスの有効期限満了または終了　サービス プロバイダ ライセンス契約が満了となるか、オンライン サービスの使用権が終了した 10 営業日後に、お客様はユーザーのサブスクライバーデータの処理について olsrecon@microsoft.com エイリアスを使用して Microsoft にご連絡していただく必要があります。お客様の選択するオプションにより、Microsoft は次のいずれかの処理を行います。
a. ユーザーのサブスクライバーデータを破棄する
b. ユーザーのサブスクライバーデータをエクスポートしてお客様に返却する
(a) を選択した場合、お客様の要求に応じて、Microsoft はユーザーのサブスクライバーデータの破棄を証明します。(b) を選択した場合、お客様は関連費用をお支払いいただくことに合意するものとします。前述の期限内にユーザーのサブスクライバーデータの処理についてご連絡いただけない場合、30 ～ 90 日間は引き続きデータを保持します。この期間後に、お客様がオンライン サービスの使用権を更新されない場合、ユーザーの購読データは削除されます。
サブスクライバーデータ破棄の免責　お客様は、上記の場合を除き、お客様のユーザーのサブスクライバーデータを Microsoft が継続して保持、エクスポート、または返却する義務はないことに同意するものとします。さらに、上記の条件に従って Microsoft がお客様のユーザーのサブスクライバーデータを破棄しても、Microsoft は一切責任を負わないものとします。
Microsoft Operations Manager 2005 および Microsoft Operations Manager 2005 with SQL Server 2000 Technology :

SAL の条件　お客様は、本サーバー ソフトウェアによって直接管理されているか、マルチプレキシング、プーリングなどのソフトウェアかハードウェアを通じて間接的に管理されているデバイスごとに、SAL を取得する必要があります。

ユーザー SAL は使用不可　お客様が取得できるのはデバイス SAL だけです。ユーザー SAL は使用できません。

Enterprise MOM SAL　Enterprise MOM SAL では、本サーバー ソフトウェアのインスタンスによる、すべてのオペレーティング システム ユーティリティ、サービス負荷、および SAL が割り当てられるデバイス上の任意のアプリケーションの管理が許可されます。
Standard MOM SAL および Standard System Center Server Management SAL　Standard MOM SAL および Standard System Center Server Management SAL では、本サーバー ソフトウェアのインスタンスによる、ライセンスが割り当てられるデバイス上の基本的なオペレーティング システムワークロードの管理のみ
が許可されます。基本的なオペレーティング システムワークロードの意味は次のとおりです。
· 次の基本的なオペレーティング システム ユーティリティ :System Resource Manager、Password Change Notification、Baseline Security Analyzer、Reliability and Availability Services

· 次のファイルおよび印刷サービスのワークロード :Print Server、Distributed File System (DFS)、File Replication Service (FRS)、Network File System (NFS)、File Transfer Protocol (FTP)、および Windows Sharepoint Services

· 次のネットワーク サービスのワークロード :Distributed Naming Service (DNS)、Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP)、および Windows Internet Naming Service (WINS)  

Microsoft は、http://go.microsoft.com/?linkid=4426611 に更新を投稿することで、基本的なオペレーティング システムワークロードの一覧を拡張することがあります。
Mobile Information Server 2002、Corporate Knowledge Worker、および Mobile and Enterprise Edition 

Corporate Knowledge Worker SAL　Mobile Information Server 2002 Corporate Knowledge Worker SAL を購入した対象ユーザーは、Mobile Information Server Enterprise Edition および Outlook Mobile Access の機能にアクセスおよび使用できます。
For Office Professional Enterprise 2003、Office Standard 2003、FrontPage 2003、および Visio 2003 Professional および Standard Edition (以下「Office 製品」といいます) :
コンポーネントの分離　Office 製品には、別々の SAL で個別に使用できるスイートのコンポーネント製品が含まれます。コンポーネント製品は、次の条件に準拠します。Office 製品のコンポーネントのサブセットではなく、サーバーにインストールされている完全な Office 製品をユーザーに提供し、その SAL を取得する必要があります。たとえば、Office Professional がインストールされている場合、ユーザーが Word のみを使用する場合であっても、Office Professional SAL を取得する必要があります。同様に、Office 製品の機能のサブセットだけではなく、使用許諾する完全な Office 製品をインストールし、提供する必要があります。  

メディア要素の使用　本 Office 製品は、特定の写真、クリップアート、シェイプ、アニメーション、サウンド、音楽、およびビデオ クリップ (メディア要素) を含み、それらを特定する場合があります。ユーザーはメディア要素を複製、改変して、ユーザーのソフトウェア製品またはサービス (ユーザーの Web サイトを含みます) の一部として、改変も含めてメディア要素を使用許諾、表示、および頒布することができます。ただし、ユーザーは以下のことを行うことはできません。お客様は、これについてユーザーの同意を求めなくてはなりません。  

· メディア要素の複製を単独で、またはメディア要素が製品またはサービスの主要な価値を有するコレクション、製品、またはサービスの一部として販売、許諾、または頒布すること。
· メディア要素を使用するか再頒布する権利を顧客に与えること。
· 特定できる個人、政府機関、ロゴ、イニシャル、エンブレム、商標、または企業を表現したメディア要素を、商業目的で使用許諾または頒布すること、または任意の製品、サービス、組織、または活動を推奨したり、それらとの関連を示唆するような方法で、メディア要素を使用許諾または頒布すること。
· メディア要素を使用して、猥褻または公序良俗に反するものまたは作品を作成すること。
さらに、ユーザーは次のことを行う必要があります。(i) ユーザーが改変したメディア要素の使用許諾、使用、または頒布の結果から生じる紛争、または訴訟について、弁護士費用を含めて Microsoft を免責、保護、補償すること、(ii) メディア要素を含むユーザーの製品およびサービスに有効な著作権表示を付すこと。  

テンプレートの使用　本 Office 製品にはドキュメント テンプレートが付属している場合があります。ユーザーは、Office 製品の一部として利用できるドキュメント テンプレートを、複製または改変することができます。また、このようなテンプレートは改変と共に、Office 製品の他の正規ユーザーに対して頒布することができます。個人的なやり取りや個人間の商業的なやり取りを行う場合に限り、関連するインターネット ベースのサービスから利用可能なテンプレートの複製、改変を行い、改変も含めて本 Office 製品の他の正規ユーザーに対して頒布することができます。 お客様は、ユーザーが次のことをしないように同意を求めなくてはなりません。
· テンプレートを販売、再販、再許諾、レンタル、リース、または有償で譲渡すること。
· インターネット ベースのサービスを通じて、製品またはサービスの一部として、テンプレートを頒布すること。
· インターネット ベースのサービスから利用可能なテンプレートを、ネットワーク コンピュータ上に複製または掲載したり、任意の媒体を通じて不特定多数の者に配信したりすること。
ユーザーは、お客様が改変したテンプレートの許諾または頒布の結果から生じる紛争、または訴訟について、弁護士費用を含めて Microsoft を免責、保護、補償するものとします。

評価とテストの制限　サービス プロバイダ ライセンス契約の該当する条項にもかかわらず、(企業または個人以外の法的組織ではなく) 個人である既存の顧客または見込み顧客に対して、テストまたは評価の目的で Office 製品のいずれにもアクセスまたは使用を許可することはできません。ただし、次の追加の制限を条件に、サービス プロバイダ ライセンス契約に従って企業または個人以外の法的組織の顧客に対して、テストおよび評価の目的でソフトウェア サービスを提供することができます。(i) 各顧客は、顧客に与えられた 60 日の評価期間内に、テストまたは評価の目的で、任意の Office 製品にアクセスできるユーザーを組織内で 5 人未満の範囲で指定できます。(ii) すべての顧客において、任意の 1 か月中にこのような権利を与えられる累計ユーザー数は 150 人未満とします。
Microsoft FrontPage Web コンポーネントの使用に関する制限　本 Office 製品には、Microsoft FrontPage Web コンポーネントが含まれる場合があります。これには、MSNBC ニュース ヘッドライン コンポーネント、MSN MoneyCentral Stock Quote コンポーネント、および MSN Search コンポーネント (Web コンポーネント) を含みます。Web コンポーネントが含まれる場合、ユーザーはそれらをいかなる形でも編集または改変して使用することはできません。ユーザーは、Web コンポーネントで表示されるロゴまたは商標を、各ロゴまたは商標の所有者がユーザーの Web サイトをスポンサーしていたり、後援していたり、使用許諾していることを示唆するような形で表示することはできません。Web コンポーネントが他のサイトへのアクティブ リンクを含む場合、お客様はそのアクティブ リンクを保持し、リダイレクトしたり改変しないことへの同意をユーザーに求める必要があります。ユーザーは、Web コンポーネントを単体で販売、頒布、再許諾、リース、またはレンタルすることはできません。ユーザーは、Web コンポーネントを (i) 特定のサイトまたはサイト所有者と Microsoft、MSN、MSNBC、Expedia またはそれらの製品やサービスとの間の関連性について閲覧者に誤解を与えたるようなサイト、(ii) これらの当事者の知的財産権またはその他の権利を侵害するようなサイト、または (iii) 適用される法律に違反したり、人種差別、憎悪、成人向け内容を奨励するようなサイトと関連して使用することはできません。ユーザーは、MSNBC コンポーネント内のニュース ヘッドラインをオーディオ形式に変換して、音声情報のユーザーに再頒布することを禁止されています。お客様は、通知後にユーザーがこれらの制限のいずれかに従わなかった場合、ユーザーの Web サイトから Web コンポーネントを直ちに削除することへの同意をユーザーに求めるものとします。本契約書でユーザーに明示的に許諾されていない権利はすべて留保されます。本項で規定される制限は、Web コンポーネントのみに適用され、Office 製品一般には適用されません。
音声または手書き文字認識　お客様は、次のことをユーザーに通知しなくてはなりません。Office 製品に音声または手書き文字認識コンポーネントが含まれている場合、ユーザーは、音声または手書き文字認識は本質的に統計的な処理であること、つまり認識の誤りはその処理において内在するものであること、そのような誤りの対策を講じ、認識処理を監視して間違いがあった場合に修正する責任はユーザーにあることを了承したものとします。Microsoft およびその供給者は、音声または手書き文字認識処理の誤りから生じた損害については、一切責任を負いません。
レポート作成ランタイム ソフトウェアの制限　Office 製品には、レポート作成ランタイム ソフトウェア (ランタイム ソフトウェア) が含まれている場合があります。Office 製品と共に使用する場合を除き、ランタイム ソフトウェアを他のソフトウェア アプリケーションと使用したり、ランタイム ソフトウェアにより作成されたドキュメントまたは成果物を自動的に配信、共有、または頒布するプロセスまたはシステムの一部としてランタイム ソフトウェアを使用または使用を許可することはできません。 

Office Live Communications Server 2005 Enterprise Edition :

Basic Instant Messaging SAL – Basic Instant Messaging SAL を取得する対象の各ユーザーは、本サーバー ソフトウェアの次の機能を使用できます。
· インスタント メッセージングおよびコミュニケーション - テキスト ベースのメッセージ、ピア ツー ピアの音声、ビデオ、および基になるオペレーション システムのアプリケーション共有コンポーネントへのアクセス権を、Windows Messenger または Microsoft Office Communicator を使用するコンピュータ ネットワークの他のユーザーに送信する機能。
· 単一のプレゼンス - ユーザーは、一度に 1 台のデバイスのみから Instant Messaging システムにログインできます (サーバー設定 : [ユーザー] タブの [ユーザーごとのデバイスの最大数] を 1 に設定)。
· 連絡先一覧のプレゼンス - Office アプリケーションおよび SharePoint に表示されるプレゼンス情報 (別のユーザーがネットワーク、企業 LAN、またはインターネットに現在ログインしているかどうかをユーザーが確認できます) は、ユーザーの連絡先一覧に含まれている人のみが利用できます (サーバー設定 : [ユーザー] タブの [ユーザーが連絡先以外のプレゼンス情報を取得できるようにする] チェック ボックスがオフ)。
· 独自のドメイン - Messaging Services のユーザーは、独自または会社のドメイン (@serviceprovider ではなく me@mycompany) のメンバーとすることができます。
· Office の統合 - プレゼンスおよびインスタント メッセージング機能の Microsoft Office™ デスクトップ アプリケーションへの統合。これは Office 2003 の機能であり、Office XP では機能に一部制限があります。
Professional Instant Messaging SAL – Professional Instant Messaging SAL を取得する対象の各ユーザーは、本サーバー ソフトウェアの次の機能を使用できます。
· 前述した Basic Instant Messaging SAL の機能。
· 複数のプレゼンス - ユーザーは複数のデバイスのインスタント メッセージング システムに同時にログインし、複数のクライアント アプリケーションを実行できます (サーバー設定 : [ユーザー] タブの [ユーザーごとのデバイスの最大数] に 1 より大きい数値を設定 (既定では 8))。
· グローバル プレゼンス情報 - プレゼンス情報はだれでも使用できます (サーバー設定 : [ユーザー] タブの [ユーザーが連絡先以外のプレゼンス情報を取得できるようにする] チェック ボックスがオン)。
· ログ/アーカイブ - 後でユーザーが取得できるように、別のデータベースにインスタント メッセージング メッセージを保存する機能。この機能を使用するには、SQL Server のライセンスも必要です。
· カスタム ユーザー インターフェイスを持つ自動化エージェントまたはクライアント - 自動化エージェント (SIP/SIMPLE を使用して、Live Communications Server のエンドポイントとなるアプリケーション) を使用する機能。これらの自動化エージェントは、通常は CRM、HR、スケジュール システムのような追加の基盤にアクセスし、インスタント メッセージの会話を通じてこれらのシステムからユーザーにデータを提供します。自動化エージェントは、インスタント メッセージング会話の一端を提供します。ユーザーは、カスタム ユーザー インターフェイスを持つクライアント (SIP/SIMPLE を使用して Live Communications Server のエンドポイントとなるアプリケーション) を使用することもできます。これらのカスタム ユーザー インターフェイスは、リアルタイムの通信機能にアクセスするインターフェイスをユーザーに提供します。通常、カスタム ユーザー インターフェイスは、Windows Messenger または Microsoft Office Communicator の標準 Microsoft クライアントの代替または拡張と見なされます。
Premium LCS SAL – Premium LCS SAL を取得する対象の各ユーザーは、本サーバー ソフトウェアの次の機能を使用できます。
· 前述した Professional Instant Messaging SAL の機能。
· Microsoft Office Communicator 2005 の第三者との電話会議の制御機能。これには、テレフォニーの統合と PSTN 会議の統合が含まれます。
· PC から電話への音声通話 - クライアントを PC2Phone クライアントとしてサーバー ソフトウェアへのクライアントとして使用し、Internet Protocol エンドポイントではなく、PSTN デバイス (電話) で音声接続を行えるようにします。これには、IP PSTN ゲートウェイ デバイスの別のプロビジョニングが必要です。
Office Project 2003 Professional および Standard :

Microsoft Office Web コンポーネント　ユーザーは、本サーバー ソフトウェアに含まれている Office Web コンポーネント ソフトウェアにアクセスして使用することができます。
評価およびテストの制限　サービス プロバイダ ライセンス契約の該当する条項にもかかわらず、(企業または個人以外の法的組織ではない) 個人の既存の顧客または見込み顧客に対して、テストまたは評価の目的で本サーバー ソフトウェア製品にアクセスまたは使用を許可することはできません。ただし、次の追加の制限を条件に、サービス プロバイダ ライセンス契約に従って企業または個人以外の法的組織に対して、テストおよび評価の目的でソフトウェア サービスを提供することができます。(i) 各顧客は、顧客に与えられた 60 日の評価期間内に、テストまたは評価の目的で、本サーバー ソフトウェア製品にアクセスできるユーザーを組織内で 5 人未満の範囲で指定できます。(ii) すべての顧客において、任意の 1 か月中にこのような権利を与えられる累計ユーザー数は 150 人未満とします。
Office Project Server 2003 :

SharePoint Team Services　本サーバー ソフトウェアがインストールされているサーバー上に、SharePoint Team Services ソフトウェアの複製を 1 部インストールすることができます。
評価およびテストの制限　サービス プロバイダ ライセンス契約の該当する条項にもかかわらず、(企業または個人以外の法的組織ではない) 個人の既存の顧客または見込み顧客に対して、テストまたは評価の目的で本サーバー ソフトウェア製品にアクセスまたは使用を許可することはできません。ただし、次の追加の制限を条件に、サービス プロバイダ ライセンス契約に従って企業または個人以外の法的組織に対して、テストおよび評価の目的でソフトウェア サービスを提供することができます。(i) 各顧客は、顧客に与えられた 30 日の評価期間内に、テストまたは評価の目的で、本サーバー ソフトウェア製品にアクセスできるユーザーを組織内で 5 人未満の範囲で指定できます。(ii) すべての顧客において、任意の 1 か月中にこのような権利を与えられる累計ユーザー数は 150 人未満とします。
SQL Server 2000 OEM 版 Standard および Enterprise Edition :

· SQL Server 2000 Enterprise Edition for Embedded Systems (Runtime Edition)

· SQL Server 2000 Standard Edition for Embedded Systems (Runtime Edition)

· SQL Server 2000 Standard Edition for Embedded Systems (Systems Management Runtime Edition)

お客様は、購入したサーバーにプレインストールされているサーバー ソフトウェアのみを使用できます。サーバー ソフトウェアは上記のソフトウェア製品の 1 つであるものとします。サービス プロバイダ ライセンス契約にかかわらず、サーバー ソフトウェアのインストールおよび使用権は、サーバー ソフトウェアがプレインストールされているサーバーに付属の使用許諾契約書に準拠します。ただし、サーバー ソフトウェアに対するアクセス権については、本製品使用権説明書に準拠します。また、再頒布可能コードの使用については、サーバーに付属の使用許諾契約書に記載された再頒布可能コードに関する規定が適用されます。
SQL Server 2005 OEM 版 Standard、Enterprise および Workgroup Edition :

· SQL Server 2005 Enterprise Edition for Embedded Systems x32 (Runtime Edition)

· SQL Server 2005 Standard Edition for Embedded Systems x32 (Runtime Edition)

· SQL Server 2005 Workgroup Edition for Embedded Systems x32 (Runtime Edition)

· SQL Server 2005 Enterprise Edition for Embedded Systems x64 (Runtime Edition)

· SQL Server 2005 S
tandard Edition for Embedded Systems x64 (Runtime Edition)

· SQL Server 2005 Standard Edition for Embedded Systems (x32) (Systems Management Runtime Edition)

お客様は、購入したサーバーにプレインストールされているサーバー ソフトウェアのみを使用できます。サーバー ソフトウェアは上記のソフトウェア製品の 1 つであるものとします。サービス プロバイダ ライセンス契約にかかわらず、サーバー ソフトウェアのインストールおよび使用権は、サーバー ソフトウェアがプレインストールされているサーバーに付属の使用許諾契約書に準拠します。ただし、サーバー ソフトウェアに対するアクセス権については、本製品使用権説明書に準拠します。また、再頒布可能コードの使用については、サーバーに付属の使用許諾契約書に記載された再頒布可能コードに関する規定が適用されます。
Systems Management Server 2003 および Systems Management Server 2003 with SQL Server 2000 Technology

SAL の要件　お客様は、本サーバー ソフトウェアによって直接管理されているか、マルチプレキシング、プーリングなどのソフトウェアかハードウェアを通じて間接的に管理されているデバイスごとに、SAL を取得する必要があります。  

ユーザー SAL は使用不可　お客様が取得できるのはデバイス SAL だけです。ユーザー SAL は使用できません。  

Visual Studio 2005 Team Foundation Server with SQL Server 2005 Technology :

SQL Server 2005 Technology の使用条件　本ソフトウェアには SQL Server 2005 Technology が含まれます。お客様は、このソフトウェアをサポートする目的にのみ、1 つの物理的または仮想的オペレーティング システム上で、一度にこのテクノロジの 1 つのインスタンスを実行することができます。お客様は、その使用のために SQL Server SAL を取得する必要はありません。ここに記載されるいずれかのソフトウェア ライセンスに基づいて、このテクノロジのインスタンスを実行する権利を行使するためのみに、SQL Server 2005 Technology の任意の数のインスタンスを作成するか、記憶媒体に格納することができます。
Visual Studio 2005 Professional :

Windows Server 2003 Terminal Services および Windows Server 2003 R2 Terminal Services　同時に 200 人までの匿名ユーザーが、Windows Server ソフトウェアのターミナル サービス機能を使用してお客様のプログラムのインターネット デモンストレーションにアクセスすることができます。お客様のデモンストレーションは、業務データを使用するものであってはなりません。 

インターネット ベースのサービスに関する承諾　本ソフトウェアの以下の機能は、インターネットを介して Microsoft またはサービス プロバイダのコンピュータ システムに接続します。接続が行われる際に、通知が行われない場合があります。この機能は、インターネット プロトコルを使用しており、お客様のインターネット プロトコル アドレス、オペレーティング システムの種類、ブラウザの種類、使用している本ソフトウェアの名称およびバージョン、および本ソフトウェアをインストールしたデバイスの言語コードなどのコンピュータ情報を適切なシステムに送信します。Microsoft は、お客様にインターネット ベースのサービスを提供するためにのみ、これらの情報を利用します。これらの情報を利用してお客様を特定したり、お客様に連絡したりすることはありません。お客様はこの機能を使用しないことも選択できます。この機能に関する詳細情報については、本ソフトウェア付属の文書をご覧ください。この機能を使用することで、お客様は Microsoft がこれらの情報を収集することに同意されたものとします。
· Windows デジタル証明書。本ソフトウェアは電子認証を使用します。これらの電子認証は、X.509 標準暗号化情報を送信し、インターネット ユーザーの身元を特定します。本ソフトウェアは証明書を取得し、認証失効リストを更新します。これらのセキュリティ機能はインターネットを使用するときにのみ動作します。
 Windows Server 2003 OEM および Windows Server 2003 R2 OEM :

· Windows Server 2003 Enterprise Edition

· Windows Server 2003 Standard Edition

· Windows Server 2003 Datacenter Edition

· Windows Server 2003 Standard Edition for Embedded Systems

· Windows Server 2003 32-bit Enterprise Edition for Embedded Systems
· Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition x32 for Embedded Systems

· Window Server 2003 R2 Enterprise Edition x64 for Embedded Systems

· Windows Server 2003 R2 Standard Edition x32 for Embedded Systems

· Windows Server 2003 R2 Standard Edition x64 for Embedded Systems

· Windows Server 2003 for Telecommunications Systems with Server Appliance Software 3.0

· Windows Server 2003 Standard Edition for Embedded Systems with the Server Appliance Software Version 3.0

· Windows Server 2003 32-bit Enterprise Edition for Embedded Systems with the Server Appliance Software Version 3.0

· Windows Storage Server 2003 Enterprise Edition

· Windows Storage Server 2003 Standard Edition

· Windows Storage Server 2003 Workgroup (1 CPU)

· Windows Storage Server 2003 Workgroup with Print (1 CPU)

お客様は、本サーバー ソフトウェアにアクセスまたは使用するユーザーごとに、1 つの SAL を取得する必要があります。ユーザーが本サーバー ソフトウェアに直接アクセスまたは使用するか、マルチプレキシングまたはプーリング ソフトウェアかハードウェアを通じて間接的にアクセスまたは使用するかは問いません。たとえば、本サーバー ソフトウェアの次のいずれかのサービスを使用するユーザーごとに、SAL が必要になります。
· 認証サービス (ユーザーまたはアプリケーションの資格情報が本サーバー ソフトウェアとユーザー間でやり取りされる場合)

· ファイル サービス (ファイルまたはディスク記録装置へのアクセスと管理)

· 印刷サービス (本サーバー ソフトウェアによって管理されるプリンタでの印刷)

· リモート アクセス サービス (仮想プライベート ネットワークを含む、通信リンクによる遠隔地からの本サーバーへのアクセス)

次のユーザーは、本サーバー ソフトウェアが SAL に準拠して許諾された場合、本サーバー ソフトウェアを使用またはアクセスすることはできません。インターネットのみを通じて本サーバー ソフトウェアにアクセスし、認証を受けないか、マルチプレキシングまたはプーリング ソフトウェアかハードウェアによって個別に識別されるユーザー。購入したサーバーにプレインストールされているサーバー ソフトウェアのみを使用できます。本サーバー ソフトウェアは、上の見出しに記載されたサーバー ソフトウェアのうちの 1 つである必要があります。サービス プロバイダ ライセンス契約の規定にもかかわらず、本サーバー ソフトウェアのインストールおよび使用権は、プレインストールされているサーバー ソフトウェアに付属の使用許諾契約書 (本サーバー ソフトウェアに含まれている特定の機能の使用を除外または制限する条項、または本サーバー ソフトウェアを使用するプロセッサ数を制限する条項を含みます) に準拠します。ただし、ホスティングされた本サーバー ソフトウェアへのアクセス権およびソフトウェア サービスに関連するクライアント ソフトウェア (デバイス ソフトウェアともいいます) の使用は、本製品使用権説明書に準拠します。

Terminal Server (TS)　"Windows セッション" を実行するユーザーごとに、1 つの Windows Server 2003 Terminal Server SAL (TS SAL) を取得する必要があります。"Windows セッション" とは、本サーバー ソフトウェアがデバイス上で (本サーバー ソフトウェアの TS コンポーネントまたは他の技術による) グラフィカル ユーザー インターフェイスをホストしている間のセッションのことをいいます。お客様が取得する TS SAL は、お客様が購入したサーバーにプレインストールされている、Windows Server 2003 Enterprise Edition、Windows Server 2003 Standard Edition、Windows Server 2003 Datacenter Edition、Windows Server 2003 Standard Edition for Embedded Systems、または Windows Server 2003 32-bit Enterprise Edition for Embedded Systems Software Product に関連してのみ使用することができます。単一のコンソール セッションにアタッチまたはミラーリングするときには、TS SAL は必要ありません。"コンソール セッション" とは、指定されたプライマリ キーボードおよびディスプレイ デバイス (または同様のデバイス) を使用して実行する Windows セッションのことです。お客様の内部的な管理とメンテナンス目的以外に TS SAL を取得する必要はなく、いずれのユーザーも次のソフトウェアを使用して "Windows セッション" を実行することはできません。
Windows Server 2003 for Telecommunications Systems with Server Appliance Software 3.0、Windows Server 2003 Standard Edition for Embedded Systems with the Server Appliance Software Version 3.0、Windows Server 2003 32-bit Enterprise Edition for Embedded Systems with the Server Appliance Software Version 3.0、Windows Storage Server 2003 Enterprise、Windows Storage Server 2003 Standard、Windows Storage Server 2003、Workgroup (1 CPU)、または Windows Storage Server 2003 Workgroup with Print (1 CPU)。 
Windows Server オペレーティング システム ソフトウェア、Windows Server Updates Services for Windows Server の機能パック　Windows Server 製品に使用するソフトウェアを、指定された Microsoft Web サイトからダウンロードできます。Windows Server 製品用に取得したソフトウェア ライセンスと同じ数の複製をインストールして使用できます。お客様は Windows サーバー製品を更新する場合に限り、本ソフトウェアを使用することができます。 

Windows Server 2003 R2 Standard および Enterprise : 

Windows Server 2003 R2 Terminal Services　お客様は、Windows Server Terminal Services の機能またはその他の技術を使用してグラフィカル ユーザー インターフェイスをホストするために本サーバー ソフトウェアにアクセスするユーザーごとに、Windows Terminal Services SAL を取得する必要があります。コンソール セッションにアタッチまたはミラーリングする場合、Windows Terminal Services SAL は必要ありません。コンソール セッションとは、サーバーのプライマリ キーボードおよびディスプレイ デバイス (または同様のデバイス) を使用して実行するセッションのことです。

Windows Server 2003 Rights Management Services　お客様は、Windows Rights Management Services の機能を使用してグラフィカル ユーザー インターフェイスをホストするためにサーバー ソフトウェアにアクセスするユーザーごとに、Windows Rights Management Services SAL を取得する必要があります。

Windows Server オペレーティング システム ソフトウェア、Windows Server Updates Services for Windows Server の機能パック　有効に使用許諾された Windows Server 製品に使用するソフトウェアを、指定された Microsoft Web サイトからダウンロードできます。Windows Server 製品用に取得したソフトウェア ライセンスと同じ数の複製をインストールして使用できます。お客様は Windows サーバー製品を更新する場合に限り、本ソフトウェアを使用することができます。

Windows Server 2003 Rights Management Services Components (Windows Server 2003、Enterprise Edition、Windows Server 2003、Standard Edition、Windows Server 2003、Datacenter Edition、または Windows Server 2003 Web Edition) :

RMS コンポーネントのインストール　Windows Server 2003 がインストールされているサーバーごとに、各ユーザーに RMS SAL を取得することを条件として、Windows Server 2003 の既存の機能を更新、補足、または置き換えるために、Microsoft Windows Server 2003 Rights Management Services Components (RMS) の複製 1 部の複製、インストール、および使用を許可できます。

RMS についての注意　RMS は、Windows Server 2003 のサービスです。RMS は Rights Management (RM) 対応アプリケーションおよび Windows RM クライアント コンポーネントと共に動作して、Web コンテンツ、電子メール メッセージ、ドキュメントなどのユーザーが所有する情報の許可された使用方法を指定するために使用します。RMS は、各種証明書の作成または署名を行い、許可された組織間で RM で保護された情報の作成および利用を支援します。組織のルート RMS サーバーをインストールして登録するためには、インターネット接続が必要です。サーバー登録プロセスにより、RMS システムが信頼するライセンスをサーバーが発行できるようにする証明書が作成されます。Microsoft は Certification Practice Statement の規定に従って証明書を発行し、証明書失効リストを管理します。RMS 用 Certification Practice Statement の詳細については、http://www.microsoft.com/pki/rms/cps
 をご参照ください。  

RMS SAL 要件　お客様は、ユーザーごとに RMS SAL を取得する必要があります。
Windows Server オペレーティング システム ソフトウェア、Windows Server Updates Services for Windows Server の機能パック　Windows Server 製品に使用するソフトウェアを、指定された Microsoft Web サイトからダウンロードできます。Windows Server 製品用に取得したソフトウェア ライセンスと同じ数の複製をインストールして使用できます。お客様は Windows サーバー製品を更新する場合に限り、本ソフトウェアを使用することができます。 

Windows Server 2003 for Small Business Server :

最低 5 つの SAL　本サーバー ソフトウェアを使用するには、少なくとも 5 つの SAL を取得する必要があります。  

サーバー ソフトウェアのインストール　お客様は、本サーバー ソフトウェアの複製 1 部を 1 台のサーバー上にインストールすることができます。サーバーには、15 人を超えるユーザーがアクセスすることはできません (マルチプレキシングまたはプーリング ソフトウェアかハードウェアを使用する場合を含みます)。本サーバー ソフトウェアの個別のコンポーネント部分を 2 台以上のサーバーで使用することはできません。別パーティション、サーバー エミュレータ ソフトウェアなどによって同じサーバーに本サーバー ソフトウェアの別の複製をインストールすることはできません。お客様が取得された本ソフトウェアの SAL の数にかかわらず、同じドメイン内の別のサーバーに本サーバー ソフトウェアをインストールまたは実行することはできません。ただし、1 台のサーバーから別のサーバーにデータを移行するための限定された期間は除きます。お客様は、一度にサーバーのプロセッサ 2 個を上限として本サーバー ソフトウェアを使用することができます。  

クライアント ソフトウェア　お客様は、本サーバー ソフトウェアにアクセスまたは使用する目的に限り、本クライアント ソフトウェアを 15 台までのデバイスにインストールおよび使用することができます。ただし、お客様はデバイスを使用するユーザーごとに SAL を取得している必要があります。  

Windows Small Business Server 2003 R2 Standard および Premium Edition :

最低 5 つの SAL　本サーバー ソフトウェアを使用するには、少なくとも 5 つの SAL を取得する必要があります。
本サーバー ソフトウェアのインストール　お客様は、本サーバー ソフトウェアの複製 1 部を 1 台のサーバー上にインストールすることができます。このサーバーには、75 人を超えるユーザーがアクセスすることはできません (マルチプレキシングまたはプーリング ソフトウェアかハードウェアを使用する場合も含みます)。本サーバー ソフトウェアの各部分を分離して、複数のサーバーで使用することはできません。別パーティション、サーバー エミュレータ ソフトウェアなどによって同じサーバーに複数の本サーバー ソフトウェアをインストールすることはできません。お客様が取得された本ソフトウェアの SAL の数にかかわらず、同じドメイン内の別のサーバーに本サーバー ソフトウェアをインストールまたは実行することはできません。ただし、1 台のサーバーから別のサーバーにデータを移行するための限定された期間は除きます。お客様は、一度にサーバーのプロセッサ 2 個を上限として本サーバー ソフトウェアを使用することができます。  

クライアント ソフトウェア　お客様は各ユーザーの SAL を取得していることを条件に、次のことができます。 

· ActiveSync および Outlook 部分を除き、本サーバー ソフトウェアと共にユーザーが使用する場合に限り、クライアント ソフトウェアを 75 台までのデバイスにインストールして使用する。
· 本クライアント ソフトウェアの ActiveSync 部分は、Microsoft Windows CE の有効な複製が実行されていて、ユーザーが使用するデバイス (Microsoft Pocket PC ソフトウェアおよび Microsoft Smartphone Software が実行されているデバイスを含みますが、この限りではありません) とデータ交換またはソフトウェア交換を行うコンピュータに、75 部までインストールして使用する。
· ユーザーが使用するデバイスに、(i) 本クライアント ソフトウェアの Outlook 部分、または (ii) Microsoft Outlook 2002 またはその旧バージョン (お客様または該当するユーザーが旧バージョンの有効なライセンスを取得している場合) を合計 75 部までインストールして使用するか、インストールおよび使用を許可する。
Windows Server オペレーティング システム ソフトウェア、Windows Server Updates Services for Windows Server の機能パック　Windows Server 製品に使用するソフトウェアを、指定された Microsoft Web サイトからダウンロードできます。Windows Server 製品用に取得したソフトウェア ライセンスと同じ数の複製をインストールして使用できます。お客様は Windows サーバー製品を更新する場合に限り、本ソフトウェアを使用することができます。
SQL Server (Workgroup Edition)　お客様は、許諾されたサーバー上の本サーバー ソフトウェアと同じ物理的または仮想的オペレーティング システム環境で、一度に任意のインスタンス数の SQL Server 2005 Workgroup Edition を実行することができます。お客様は、本ソフトウェアの SQL Server 部分と共に、SQL 管理ツール、SQL Server 2005 Books Online、および SQL Development Kit のみを使用できます。
FrontPage　本ソフトウェアの FrontPage 部分の使用には、本製品使用権説明書の「デスクトップ アプリケーション」に記載されている FrontPage の使用条件が適用されます。 
ライセンス モデル : プロセッサ毎のライセンス





ライセンス モデル : サブスクライバー アクセス ライセンス
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